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はじめに 
 
中部山岳国立公園は昭和９年 12月に国立公園に指定された我が国を代表する山岳国立公

園です。特に南部地域（以下、「当地域」という。）はこの公園の核心部であり、我が国の

アルピニズムを育てた山岳地であるとともに、上高地や平湯温泉等、山岳観光地の典型で

もあります。上高地などの自動車利用適正化事業（マイカー規制）、登山道の管理等、古く

から国、地方公共団体、地域住民、民間企業、ＮＰＯ等の多様な主体が管理を行っており、

より良い国立公園とするためにはこれらの多様な主体が、一体となって公園管理を行うこ

とが必須となっています。 
中部山岳国立公園の保護と利用について定めた当地域の管理計画は、昭和 59 年６月に再

検討、平成４年７月に点検、平成９年９月に一部変更を経て、平成 19 年３月に第２次点検

が行われました。 
また、当地域の国立公園の適正な保護及び利用の推進を図ることを目的とした管理計画

は、以下のとおり策定されてきました。 
 

上高地地域管理計画書   （平成４年７月） 
乗鞍地域管理計画書       （平成５年３月） 
南部地域管理計画書         （平成５年３月） 
 

 このような背景から今般、当地域に係る多様な主体が一体となって公園管理を行うため

に、３つの地域に分かれている管理計画書を統合し、新たに「中部山岳国立公園南部地域

管理計画書」を作成することとしました。 
 本計画書では当地域全体が一体となって目指す「将来目標」を策定し、地域別ではより

細やかで具体的な「地域における目標」と「基本方針」を設けました。目標達成に向け、

多様な主体が地域の一員となって行動し、その進捗状況を点検できる仕組みとなっていま

す。 
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第１章 中部山岳国立公園南部地域の概況 
 
 
１．当地域の概況 

 
当地域は長野県と岐阜県の二県にまたがり、槍・穂高連峰を中核とする山岳、乗鞍岳

及びその山麓に広がる高原を含む地域です。 
日本を代表する風景地である当地域は、新緑と残雪が美しい春から紅葉と新雪が映え

る秋まで多くの利用者を受け入れています。上高地では全国に先駆けて昭和 50 年からマ

イカー規制による環境保護が行われており、現在では乗鞍岳でも同様の取り組みがなさ

れ、この地域における公園利用の大きな特徴となっています。また、当地域には白骨温

泉、中房
なかぶさ

温泉
おんせん

、平湯温泉、新穂高温泉等の温泉も多く、シーズンを問わず、多くの利用

者が訪れます。 
  
地形・地質 
槍・穂高連峰は標高 3,190ｍの奥穂高岳を最高峰に、槍ヶ岳、南岳、涸沢岳等 3,000ｍ

級の山々が連なり、日本を代表する山岳地域の一つです。地形は山々を渓谷が深く刻み、

急峻かつ複雑です。涸沢、岳沢等には夏期まで雪渓が見られ、カール、モレーン等の氷

河地形が残されています。 
また、乗鞍岳は標高 3,026ｍの剣ヶ峰を主峰として、富士見岳、朝日岳等の山々が連な

り、東西にその裾野を広げています。乗鞍岳山頂付近では火山活動で形成された火口壁

や火口丘が見られるほか、権現池、五ノ池等の火口湖も点在しています。乗鞍岳の溶岩

末流にあたる山麓には平湯大滝、三本滝、善五郎の滝等の名瀑が形成されています。 
地質では、穂高連峰には安山岩や花崗閃緑岩、大天井岳から常念岳には花崗岩、笠ヶ

岳には流紋岩、蝶ヶ岳から霞沢岳にかけては中生代の地層、乗鞍岳には溶岩等の火山噴

出物が分布しています。 
  

植生 
当地域は、広大で変化に富んだ原生的自然を有しており、標高に応じて多様な植物相

が見られます。標高 2,500ｍから 3,000ｍにかけては、ハイマツ群落（ハイマツ、ガンコ

ウラン、イワウメ等）と高山植物群落（シナノキンバイ、イワツメクサ、トウヤクリン

ドウ等）が広がり、標高 1,500ｍから 2,500ｍにかけては、シラビソ、オオシラビソが優

占する亜高山帯針葉樹林、標高 1,000ｍから 1,500ｍでは、ミズナラを主とする夏緑広葉

樹林が分布しています。 
特筆すべき植物群落としては、梓川流域に見られるケショウヤナギを代表とする河畔

林、乗鞍高原の半自然草地、鏡平の池塘の湿性植物群落等が挙げられます。 
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動物 
ほ乳類では、ツキノワグマ及びニホンカモシカが生息するほか、ニホンザル、オコジ

ョ等も生息しています。鳥類では、イヌワシ、クマタカ等の猛禽類、ライチョウ、ホシ

ガラス等が生息しています。河川にはニッコウイワナ、カジカ等の渓流性の魚類が生息

しています。 
特筆すべきは高山チョウ類で、タカネキマダラセセリ、ミヤマモンキチョウ、クモマ

ツマキチョウ、オオイチモンジ、コヒオドシ、ベニヒカゲ、クモマベニヒカゲ、タカネ

ヒカゲ、ヤリガタケシジミ等が生息しています。 
 
利用環境 
当地域の主な利用は自然探勝、温泉保養、登山等が挙げられます。 
自然探勝の拠点としては、上高地ビジターセンター、乗鞍自然保護センター、飛騨・

北アルプス自然文化センター等の情報提供施設が整備され、乗鞍山麓五色ヶ原の森にお

いては自然体験プログラム等が充実しています。 
温泉保養では白骨温泉（松本市）、中房温泉（安曇野市）、平湯温泉（高山市）、新穂高

温泉（高山市）等の温泉が点在しており、温泉保養施設のほか、宿泊施設も充実してい

ます。 
山岳部では、登山道が整備され、山小屋が各所で営まれており、宿泊、休憩等に利用

されています。 
交通では、バス等の公共交通機関を利用してアクセスが可能であり、比較的容易に高

山植物や自然景観を楽しむことができるものの、道路網の整備により都市圏からのアク

セスが良くなったため、通過型の利用が増えつつあります。 
 
社会環境と歴史 
当地域は、長野県側の松本市及び安曇野市並びに岐阜県側の高山市及び飛騨市の四市

からなっており、土地所有は山麓や温泉地の民有地、上高地や平湯温泉にある環境省所

管地のほかは概ね国有林となっています。主な産業は登山、山麓部等での自然探勝、温

泉保養等を主とする観光業となっています。 
歴史的には、江戸時代には播

ばん

隆
りゅう

上人
しょうにん

が笠ヶ岳再興、槍ヶ岳開山を行う等、山岳信仰の

対象とされるとともに、豊かな木材を切り出すために杣人
そまびと

が山深くまで分け入っていま

した。明治時代にはＷ．ガウランドにより飛騨山脈が日本アルプスと名付けられ、Ｗ．

ウェストンにより広く世界に紹介され、日本の近代登山の幕開けとなりました。 
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２．管理計画の地域区分 
 
当地域は広域であることから、地理条件により（１）上高地管理計画区（槍・穂高連

峰の長野県側）、（２）乗鞍管理計画区（乗鞍岳の長野県側）、（３）飛騨管理計画区（槍・

穂高連峰及び乗鞍岳の岐阜県側）の三管理計画区に区分します。その区域は下図のとお

りとします。 
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第２章 管理の将来目標・基本方針 
 
 
１．将来目標・基本方針の位置づけ 
 

国立公園の管理運営には、行政、事業者等の多様な関係者が存在し、それぞれの活動

によって成り立っています。国立公園の適正な保護及び利用の推進を図るためには、多

様な関係者が一体となった取組が必要であることから、当地域の目指すべき方向性を明

確にした「将来目標」を策定し、地域別により細かく具体的な「地域における目標」と

「基本方針」を定めます。「基本方針」に基づく具体的な実施事項については第３章から

第５章に記述します。 
 
 
２．将来目標・基本方針 
 
（１）中部山岳国立公園南部地域の将来目標 

 当地域全体の将来目標については、以下のとおりとします。 
 

中部山岳国立公園は、我が国で４番目の広さ（約 17 万 ha）を有し、我が国を代

表する国立公園として年間約 1,000 万人の利用があります。とりわけ南部地域は、

中部山岳国立公園の中核を成し、優れた自然環境や自然景観を有するほか、地域の

内外には温泉が点在します。地域ではそれらを生かした産業活動が行われており、

大都市圏からのアクセスが良いことから、幅広い目的に利用されています。 
この地域の国立公園としての適正な保護及び利用の促進を図るため、雄大な山

岳景観、河川景観、高山帯から山地帯にかけての動植物等、高く評価される自然

の資質を将来に引き継ぐとともに、山麓部を特徴づけている二次林、二次草原、

湿地等、生物の多様性を育む自然環境を保全します。 
また、場所と季節に応じた適切な利用を推進し、国立公園としての良質な環境

を守るとともに、利用者との間でルールを共有し、国立公園の利用マナーの模範

的な地域づくりを行います。 
上記の達成に向けて、地域全ての主体が管理運営の担い手としての各々の役割

を認識し、互いに連携して行動します。 
 

（２）各管理計画区における将来目標・基本方針 
 当地域全体の将来目標を受け、各地域の特徴を踏まえた目標と、目標を達成するた

めの基本方針は、以下のとおりとします。 
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①上高地管理計画区 
 

 地域における目標１ 
「雄大な山々、池沼及び河川の景観並びにここに生息生育する野生動植物を適正

に保全し、人間と自然の共存できる環境をつくります。」 
当地域は 3,000ｍ級の山々が連なり、荒々しい岩稜と残雪が雄大かつ荘厳な景

観を作り出し、山肌を刻むように大小さまざまな河川が流れています。また、高

山植物をはじめとする野生生物も豊かであることから、適正に保全するとともに、

人間と自然が共存できる環境をつくります。 
 基本方針 
・ 3,000ｍ級の山々の連なりや美しい河川の景観の素晴らしさを認識し、これら

を適正に保全するとともに、利用者へその魅力を伝えていきます。 
・ 自然環境に影響を与える要因（登山道の浸食、外来生物の侵入、鳥獣被害等）

の把握に努め、課題を関係者間で共有し、改善するための対策を検討します。 
 

 地域における目標２ 
「公園利用施設と自然景観の調和した景観をつくります。」 

当地域は、旅館、温泉、山小屋等、自然景観の中に多くの公園利用施設がある

ことから、施設と自然を調和させた景観をつくります。 
 基本方針 
・ 施設の新築又は増改築の際には、自然景観や既存施設との調和を図ります。 

 
 地域における目標３ 
「利用者が国立公園を意識できるよう、国立公園の情報を積極的に発信します。」 

利用者が中部山岳国立公園に来たことを実感できるように、国立公園区域の情

報をはじめ、当地域特有の野生動植物、地形等の情報を積極的に発信します。 
 基本方針 
・ 関係者間で国立公園についての情報の共有と知識の向上を図り、国立公園区

域、自然情報等の様々な情報を発信します。 
・ 日頃より自然環境情報、利用状況、利用者からの感想や意見等の国立公園に

関する情報収集を行い、課題については解決策を検討し、より良いサービス

の提供を行います。 
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②乗鞍管理計画区 
 

 地域における目標１ 
「雄大な乗鞍岳の景観と多様な野生動植物を次世代（将来）へ引き継ぎます。」 

乗鞍岳は、乗鞍地域の代表的な景観であり、ライチョウや希少な高山植物群落

を見ることができることから、現在の貴重な景観や多様な動植物等を将来にわた

り引き継いでいきます。 
 基本方針 
・ 乗鞍岳の景観・自然環境の素晴らしさを認識し、これを適正に保全するとと

もに、利用者へその魅力を伝えていきます。 
・ 自然環境に影響を与える要因（登山道の浸食、外来生物の侵入、鳥獣被害等）

の把握に努め、課題を関係者で共有し、改善するための対策を検討します。 
 

 地域における目標２ 
「人間活動と自然が作り出した高原景観を守ります。」 

乗鞍岳山麓は、人と自然がつくり出した広い高原景観が残る地域です。一方、

近年は自然に対する人間活動が少なくなったため、樹木の侵入による景観の変化

が見られることから、現在の景観を維持するとともに、失われつつある高原景観

の再生を目指します。 
 基本方針 
・ 高原景観の維持のため放牧地に侵入する樹木の伐採や下草刈りをします。 

 
 地域における目標３ 
「宿泊施設やその他の施設と自然景観が調和したまちづくりを行います。」 

乗鞍地域には乗鞍高原や白骨温泉の宿泊施設のほか、住宅、別荘等の様々な建

築物があり、それぞれのまちなみを形成しています。これらの施設について、自

然景観との調和を図り、一体感のあるまちづくりを行います。 
 基本方針 
・ 施設の新築又は増改築の際には、自然景観や既存施設との調和を図ります。 

 



8 

③飛騨管理計画区 
 

 地域における目標１ 
「北アルプス（飛騨山脈）の多様な山岳景観、名瀑等を次世代（将来）へ引き継

ぎます。」 
当地域は槍・穂高連峰の急峻な山容と笠ヶ岳、双六岳等のなだらかな山々が連

なり、また、乗鞍岳、焼岳等の火山がその景観をより多様にしています。 
さらに、溶岩流の末端によって形成された平湯大滝、白水ノ滝等の名瀑等、そ

の多様性は当地域の象徴的な景観の一つであることから、それらを保全し将来に

わたり引き継いでいきます。 
 基本方針 
・ 北アルプス（飛騨山脈）を中心とする多様な山岳景観、名瀑等の素晴らしさ

を認識し、これらを適正に保全するとともに、利用者へその魅力を伝えてい

きます。 
 

 地域における目標２ 
「利用者が自然を学び、共存できる環境をつくります。」 

当地域には、多様な高山植物が生育し、希少動物も生息することから、それら

を適正に保全するとともに、利用者が自然について学び、理解を深め、人間と自

然が共存できる環境をつくります。 
 基本方針 
・ 自然環境に影響を与える要因（登山道の浸食、外来生物の侵入、鳥獣被害等）

の把握に努め、課題を関係者間で共有し、改善するための対策を検討します。 
・ 登山、信仰の歴史、原生的な森林等の多様な自然環境を学べる環境をつくり

ます。 
 

 地域における目標３ 
「利用者が国立公園であることを意識できる公園を目指します。」 

利用者が中部山岳国立公園に来たことを実感できるように、地域の特徴を生か

した国立公園の景観づくりに努めるとともに、国立公園区域の情報をはじめ、地

域特有の野生動植物、地形等の情報を積極的に発信します。 
 基本方針 
・ 関係者間で国立公園についての情報の共有と知識の向上を図り、国立公園境

界や自然情報等の様々な情報を関係者に応じた方法で発信します。 
・ 日頃より自然環境情報や利用状況、利用者からの感想や意見等の国立公園に

関する情報収集を行い、課題については解決策を検討し、より良いサービス

の提供を行います。 
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３．目標達成のための仕組み 
 
（１）中部山岳国立公園南部地域連絡会議の設置 
 

国立公園の管理については、国、地方公共団体、地域住民、民間企業、ＮＰＯ法

人等の多様な関係者の参加・協働が欠かせないことから、公園管理の課題や手法に

ついて定期的に検討する連絡会議を設置します。 
 

当地域管理検討体制 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

① 検討内容 
 管理計画の達成状況の点検 
 当地域の魅力と課題の検証・整理 
 公園管理に必要な調査の検討 
 その他公園管理に必要な事項 

 
② 意見交換会の開催 

上記連絡会議における目標達成のため当地域の公園管理に係る合意形成の場とし

て意見交換会を開催します。各管理計画区における公園管理の情報や必要な行動に

ついて意見を交換します。各地区の意見交換会は下記のとおりです。 
なお、上高地管理計画区については上高地宿舎事業にかかる取扱方針の見直しに

ついても検討します。 
 

管理計画区区分 会議名 事務局 
上高地 上高地地域意見交換会 上高地自然保護官事務所 
乗 鞍 乗鞍地域意見交換会 松本自然環境事務所 
飛 騨 飛騨地域意見交換会 平湯自然保護官事務所 

 

中部山岳国立公園南部地域連絡会議 
事務局：松本自然環境事務所 

上高地地域意見交換会 
（上高地自然保護官事務所） 

乗鞍地域意見交換会 
（松本自然環境事務所） 

飛騨地域意見交換会 
（平湯自然保護官事務所） 
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第３章 風致景観及び自然環境の保全に関する事項 
 
 
１．特に保全すべき自然景観と主要展望地点 
 

保全すべき具体的な景観とその主要な展望地点については、下記のとおりとします。

これらについては関係者と連携し、適正に保全を図ります。 
景観名 保全すべき景観 主要展望地点 

（１）北アルプス（飛騨山

脈）の山岳景観 
北アルプス（飛騨山脈） 上高地、乗鞍高原、乗鞍鶴

ヶ池及び新穂高千石平のほ

か、稜線上の登山道及び山

頂 
（２）上高地と山岳が一体

になった景観 
梓川の河畔林、大正池・田

代池等の池沼、河童橋から

見る穂高連峰 

上高地集団施設地区、県道

上高地公園線 

（３）温泉中心部のまちな

みと周囲の樹林 
白骨温泉、新穂高温泉、平

湯温泉のまちなみ、温泉地

周辺の樹林 

白骨温泉、新穂高温泉、平

湯温泉及び各温泉地に至る

道路沿線 
（４）乗鞍高原の景観 人々の営みと自然がつくり

出した高原 
乗鞍高原 

（５）北アルプス（飛騨山

脈）の氷河地形及び

雪渓 

涸沢、槍沢、飛騨沢の各モ

レーン等の氷河地形や乗鞍

大雪渓に代表される雪渓 

稜線上の登山道及び山頂 

 
 
２．特に保全すべき自然環境と課題 
 

 当地域の保全すべき自然環境及びその課題を下記に示します。保全すべき自然環境に

ついては関係者と連携し、必要な調査、意見交換及び対策等を行い、適正に保全します。 
自然環境名 保全対象 課題 

（１）北アルプス（飛騨山 
脈）の高山植物群落 

北アルプス（飛騨山脈）の

高山帯には、高山植物群落

が見られ、豊かな自然環境

を形成しています。 

盗掘や、登山道外への踏み

込みによる植生の衰退がみ

られます。 

（２）梓川の河畔林 梓川沿いにはケショウヤナ

ギを代表とする河畔林が成

河床変動や流路の変化等に

よる植生の変化がみられま
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立しています。 す。 
（３）乗鞍高原の半自然草 

地 
乗鞍高原の一の瀬地区には

放牧によって形成された半

自然草地が見られます。 

植生の遷移が進み、これま

で放牧によって形成されて

きた半自然草地の変化が懸

念されます。 
（４）北アルプス（飛騨山 

脈）のライチョウ個 
体群 

北アルプス（飛騨山脈）は

ライチョウの国内最大級の

生息地で、各個体群を維持

する自然環境があります。 

高山域へのホンドギツネの

侵入や過剰利用による個体

数への影響が懸念されま

す。 
（５）高山チョウ及びその 

食草 
当地域には高山チョウ類が

生息し、それらの食草とな

る植物が生育しています。 

高山チョウの違法捕獲がみ

られるほか、食草の採取や、

踏み荒らし等による生息環

境の変化が懸念されます。 
 
 

 
３．野生動植物の保護管理 
 

 当地域は 3,000ｍ級の山々があり、自然環境も豊かであることから、野生動植物が多

く生息生育しています。また、高山帯の生態系は動植物の繊細なバランスの上に構成さ

れており、人為的影響並びに外来生物及び低地性動植物の侵入に対して脆弱です。 
 当地域の野生動植物を（１） 保護が必要な希少野生動植物、（２）管理が必要な野生

動物、（３）駆除及び侵入防止が必要な外来生物に分類し、対応方法について下記のとお

り整理します。 
 
（１）保護が必要な希少野生動植物への対応 

① 対象 
 環境省レッドリスト（2006,2007,2012）掲載種 
 長野県レッドデータブック（2002,2004,2005）掲載種 
 岐阜県レッドデータブック（2001,2009）掲載種 
 天然記念物（国指定、県指定） 
 中部山岳国立公園指定植物（別紙６） 
 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少

野生動植物種 
 長野県希少野生動植物保護条例指定種 
 岐阜県希少野生生物保護条例指定種 
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② 方法 
 密猟・盗掘対策として効果的な巡視の時期や方法について、関係者で話し合

い、連携して巡視を行います。 
 利用マナーの周知を行います。 
 必要に応じて減少しつつある希少野生動植物の保護増殖方法を検討します。 

 
（２）管理が必要な野生動物への対応 

① 対象 
 ツキノワグマ 
 ニホンザル 
 ニホンジカ 
 イノシシ 

② 方法 
 「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律（以下「鳥獣保護法」という。）」

に基づき県が策定している特定鳥獣保護管理計画をもとに、県と連携を図り

ながら適正な鳥獣の保護管理を行います。 
 ニホンジカについては、高山・亜高山帯の生態系への影響が拡大深刻化する

可能性があることから、関係機関と連携して防除を含め各種対策を実施しま

す。 
 当地域は大都市圏からの利用者が多く、野生動物への十分な理解がない利用

者が、接し方を誤り負傷するケースがあります。そのため「野生動物との接

し方（ルール）」を作成し、利用者へ広く周知を図ります。 
 

（３）駆除及び侵入防止が必要な外来生物への対応 
① 対象 

 オオハンゴンソウ（特定外来生物） 
 オオキンケイギク（特定外来生物） 
 アラゲハンゴンソウ 
 ハルザキヤマガラシ 
 セイヨウタンポポ 
 フランスギク 
 その他緊急的に対処が必要な外来生物 

② 方法 
 外来生物研修会による知識の向上 

駆除及び侵入防止が必要な外来生物について関係者向けの研修会を開催

し、個々の生物の特徴や繁殖状況、「特定外来生物による生態系等に係る被
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害の防止に関する法律」に基づく特定外来生物の取扱い等について、知識の

向上を図ります。 
 分布状況の把握及び効果的な駆除を行うための科学的調査及び情報収集 

効率的に駆除活動を行うため、科学的な調査を行うとともに、外来生物の

侵入・分布の情報収集を行い、関係者間で共有します。 
 駆除及び侵入防止活動の実施 

関係者が一体となり、地元住民ボランティア、グリーンワーカー事業等に

より、外来生物の駆除活動を実施します。また、登山口への種子除去マット

の設置、啓発活動等を行い、外来生物の侵入防止を図るように努めます。特

に、特定外来生物の取扱いについてはその処理に十分に注意します。 
 その他対処方法の検討 

 上記以外の対応方法について、関係者間で継続的に検討します。 
 
 
 ４．関連施策との連携 
 

 当地域の風致景観及び自然環境の保全は、自然公園法による管理だけではなく各種関

連施策によって行われていることから、密接な連携を図り、保全に努めることとします。 
 主な関連施策は以下のとおりです。 
 
（１）鳥獣保護法に基づく鳥獣保護区 

 鳥獣保護法に基づき「国指定北アルプス鳥獣保護区」が指定されており、イヌワシ、

クマタカ等の猛禽類及びライチョウ等の鳥類並びにツキノワグマ、カモシカ等の大型

ほ乳類等の野生動物にとって良好な生息地となっています。また、県指定鳥獣保護区

としては、「乗鞍鳥獣保護区（長野県指定）」、「五色ヶ原鳥獣保護区（岐阜県指定）」、

「北ノ俣鳥獣保護区（岐阜県指定）」、「金木戸鳥獣保護区（岐阜県指定）」、「日影平鳥

獣保護区（岐阜県指定）」があり、国立公園区域と重複している部分があります。 
  

（２）国有林野施策 
当地域の約９割が国有地であり、その大部分は国有林です。当地域の国有林では      

国有林野施業実施計画等に基づき、森林施業、林道整備、治山事業等が行われてい

ます。また、特異な地形・地質等の保護、希少化している高山植物群落、学術的価

値の高い樹木群等の保存並びに希少樹種の遺伝資源の保存を目的とした「保護林」

や、自然探勝やハイキング等の森林レクリエーションを目的とした「レクリエーシ

ョンの森」が設定されており、それぞれの地域の特徴を踏まえた森林の保全と利用

を図ることとされています。 
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（３）文化財保護法に基づく天然記念物 

「上高地」は、昭和３年３月、名勝及び天然記念物に指定され、昭和27年３月には、

特に重要なものとして特別名勝及び特別天然記念物の指定を受けています。 

松本市では、上高地の景観と自然環境の保全を図るため、特別名勝及び特別天然記

念物上高地の保存に関する基本方針を平成19年 12月に定めています。 

このほか、次のものが指定されています。 

特別天然記念物（国指定） 

・ライチョウ、カモシカ、白骨温泉の噴湯丘と球状石灰石（長野県松本市） 

天然記念物（国指定） 

・イヌワシ、ヤマネ、中房温泉の膠状
こうじょう

珪酸
けいさん

及び珪
けい

華
か

（長野県安曇野市） 

 

（４）条例 
 自然環境保全条例（長野県・岐阜県） 

自然環境の保全に関し、県、市町村、事業者及び県民の責務を明らかにするとと

もに、自然環境の保全に関する施策を総合的に推進するために必要な事項を定めた

ものです。現在及び将来の県民の良好な生活環境の保全を図り、住みよい県土の実

現に資することを目的としています。 

 希少野生動植物保護条例（長野県・岐阜県） 
希少野生動植物の捕獲・採取、生息地等の保護上に関する規制や保護回復事業に

関する事項を定めたものです。県内に生息生育する野生動植物が生態系の重要な構

成要素であるだけでなく、自然環境の重要な一部として県民の豊かな生活に欠かす

ことのできないものであることを重視し、県民共通の財産である絶滅のおそれのあ

る野生動植物の種を次世代に継承するため、希少野生動植物を保護し、その絶滅を

防止することを目的としています。 
 

（５）景観法 
景観法に基づく景観計画では、建築物の建築等の届出行為について景観形成基準

を定め、良好な景観の形成を図ることを目的としています。 
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第４章 適正な国立公園利用の推進に関する事項 
 
 
１．中部山岳国立公園南部地域の利用について 

 
当地域は、都市圏からのアクセスが良く、日本を代表する山岳地域へ比較的容易に

到達できるほか、スキー場、温泉施設等の利用施設が充実していること等から、老若

男女が四季を通して楽しむことができるという特徴を持っています。 
このことから、本格的な登山利用から風景観賞まで様々に国立公園の自然を体験で

きます。 
 
 

２．利用マナー 
 
当地域は、都市圏からのアクセスが良く、高山域を通る道路やロープウェイが整備

されているため、比較的容易に高山植物や野生動物を楽しめる一方で、密猟・盗掘、

踏み荒らし等がみられます。これらの行為を防ぐためにも、国立公園利用のルールに

ついて関係者間で共通認識を持ち、利用者にも理解を求め、利用マナーの向上を図る

必要があります。利用マナーの向上のための方法及び共有すべきルールについて、検

討を行います。 
 

（１）利用マナー向上のための方法 
①関係者間で具体的なルールを作り、それを共有します。 
②利用者がルールを知る機会を得るよう、関係者がそれぞれのできる方法で情報

発信します。情報発信方法は以下のとおりです。 
 ホームページへの掲載（行政・観光協会等） 
 広報、小冊子等への記載 
 利用最盛期におけるキャンペーンの実施 
 入口標識によるルールの告知 
 指導員等によるパトロール 
 宿泊施設への周知協力の依頼 

③指導に当たっては、行為の善し悪しを伝えるだけではなく、その理由を伝える

ことにより、利用者の意識の向上を図ります。 
（２）検討項目 

①ゴミ持ち帰り 
ゴミ持ち帰りを積極的に呼びかけて、推進します。また、清掃活動にともな

うゴミ類の処理は、地方公共団体や地域の清掃団体の協力を得て行います。 



18 

 
②登山道（歩道）や植生保護ロープからの踏み外しや指定地以外での野営の禁止 

野生動植物保護のため、登山道や歩道以外の湿原、草原、林内等への立入禁

止と指定地以外での野営の禁止を指導します。 
③高山植物や野生動物の採取・捕獲 

積極的なパトロール、啓発活動を通じて、違法採取・捕獲を取り締まるとと

もに、関係団体との連絡と連携を図ります。 
④犬の持ち込み 

利用者が持ち込んだ犬は、他の利用者への迷惑（噛付く、吠える）、野生動物

への脅威（追跡、噛付く、吠える）及び反撃による公園利用者への被害を避け

るため、必ずリードにつなぐよう指導します。  
⑤野生動物への餌付け 

餌付けは、野生動物本来の生態を変えるだけでなく、人慣れによる人的被害

が起こる可能性があるため、行わないよう指導します。 
 
 

３．利用の適正化 
 
当地域は比較的容易に高山植物や野生動物が見られるほか、山岳景観等を楽しめる

ため、多くの利用者が訪れます。しかし、過剰な利用や不適切な利用は自然環境への

影響が懸念されることから、自然環境の適正な利用方法について関係者間で共通認識

を持ち、利用者にも理解を求め、利用の適正化を図る必要があります。利用の適正化

のための方法又はルール作りに当たっての主な検討項目については、現在、設置され

ている自動車利用適正化（連絡）協議会、冬期利用のあり方についての検討会等の場

において検討します。 
 

（１）利用の適正化のための方法 
①関係者間で過剰利用による問題を確認し、それを共有します。 
②利用者が過剰利用による影響を認識し、利用の適正化に理解を得られるよう、

周知を図ります。 
③利用の適正化に当たっては、協議会等、関係者間で十分な話し合いの場を設け

ます。 
（２）検討項目 

①自動車の利用適正化 

 ゴールデンウィーク、紅葉期の観光バスの乗り入れによる渋滞 

自動車利用適正化（連絡）協議会によるマイカー規制が円滑に実施さ

れるよう、関係団体、関係者等の協力を得ながら、運営体制の充実及び
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関連施設の整備を図ります。また、マイカー規制の期間、内容について

は、利用状況を踏まえ協議会において検討を行います。 

②春・夏山スキーの適正利用 
 スキーヤー、スノーボーダー等による高山域の適正利用 

乗鞍岳には夏期まで雪渓が残り、雪渓でのスキー利用が見られるため、

原生的な景観地においてふさわしくない行為（必要以上の旗門の設置、

マーカー等）が行われないよう指導を行います。 

③山岳地でのし尿処理のあり方 

 山岳トイレの高額な維持管理費 

 トイレ未整備地におけるし尿問題 

 現在、山岳地域のトイレは利用者負担が原則となりつつありますが、

その高額な維持管理費について利用者へ説明し、負担への協力の呼びか

け、環境保全の啓発等を行います。また、トイレが未整備の地域におい

てはトイレ整備を促進するとともに、携帯トイレの普及を図ります。 

④山岳地の冬期利用適正化 

 厳しい気象条件下における利用者の安全確保 

 ゴミ・し尿処理施設の維持管理 

 越冬する野生動物への影響 

 無秩序な入り込みによる冬期の静寂で神秘的な景観の破壊 

特に上高地においては、「上高地地域冬期利用管理方針」に基づき、冬

期の上高地への安易な入山は抑制するよう、広報、施設管理等について

地域関係者、関係行政機関等の連携・協力の下、具体的対応策を実施す

ることとします。 

 

 

４．国立公園情報の発信 

 

当地域においては、国立公園であることの周知不足から、利用者はもとより、関係

者における国立公園への認識が十分でないことから、以下の手法により、国立公園に

ついての知識の向上を図るほか、利用者への周知を行います。 

 

（１）利用者への周知に関する事項 

①ソフト面による発信 

 環境省ホームページの充実 

 インタープリターによる利用者への周知 

 地方公共団体の広報やホームページによる発信 

 インターネット端末によるライブ情報の発信 
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 国立公園情報（登山、開花状況等）の発信 

②ハード面による発信 
 国立公園入口標識の整備 

当地域は現地における国立公園境界が分かりにくいことから、必要に応じ 
て、入口標識を設置します。 

 自然解説標識、案内標識等への「国立公園」の明記 
既存の自然解説標識、案内標識等や新たに設置する標識に、中部山岳国立 
公園内であることを明記し、利用者に国立公園内であることを意識させま

す。 
 外国語の併記 

近年、外国人の利用者数が増加していることから、出身国、利用者数等を 
調査し、必要な外国語を併記することにより、外国人への情報発信を図り

ます。 
（２）国立公園関係者の意識の向上に関する事項 

     国立公園関係者向けに自然保護官による自然公園法研修会を実施し、知識の底 
上げを図ります。 

 
 
５．安全対策 

 
当地域は 3,000ｍ級の高山域を有し、厳しい自然環境にあります。また、自然とのふ

れあいの経験が少ない利用者も訪れることから、安易な入山による事故、野生動物と

の軋轢等が生じる可能性があります。そのため国立公園の利用の推進と安全対策を一

体的に行う必要があることから、以下による方法で安全対策を図ります。 
 

（１）登山・トレッキングの安全対策 
①登山道の維持管理 

関係行政機関、土地所有者、山小屋経営者、山岳遭難対策関係者、山岳会、ボ

ランティア団体等の連携協力により、登山道の維持管理の充実を図ります。 
②標識、ホームページ等での外国語の併記 

近年、外国人の登山者数が増加していることから、出身国、利用者数等を調

査し、必要な外国語を併記することにより、外国人への登山情報発信を図りま

す。 
③登山情報の提供と啓発 

近年、中高年及び外国からの登山者が増加しており、経験不足により事          

故を起こすケース、歩道外への踏み込み、山小屋利用上のマナーの低下がみら

れるため、インフォメーションセンターや登山相談（案内）所、ロープウェイ
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駅等において登山情報や適正な公園利用の情報を提供します。 
安全情報や気象情報の提供においては、携帯電話端末の利用が顕著になって

いるが、不通地帯による障害等の事前周知を図ることで利用者の安全意識を高

めます。 
④冬期利用 

冬期のトレッキングが増加しており、安易な入山、ゴミ・し尿等の問題がみら

れるため関係者間で連携、協力し、気象条件、危険箇所等の情報発信に努め、利

用者に冬期入山の危険性について周知を図ります。 

（２）火山情報の発信 
当地域には活火山の焼岳があるため、関係者間で火山活動及び火山防災対策に関

する情報交換を行うとともに、噴火の兆候時には、災害対策基本法に基づき設置さ

れる災害対策本部の指示に従い、利用者の安全を図ります。 

（３）野生動物による人的被害の対策 
ツキノワグマやニホンザルと人との接触が増加する傾向にあり、人的被害を防

止するためにも以下の方法により環境省、中部森林管理局、地方公共団体、専門

家、山小屋等の関係者間で連携、協力し、利用者の安全を図ります。 
①ツキノワグマ 

 出没情報の収集及び情報の整理、分析、共有化を図り、出没防止や出没の

際の対応策を検討します。 

 出没が頻繁な個体については、専門家の指導のもと捕獲し、移動放獣を

行います。 

 出没情報があった場合、巡視を行います。 

 出没が頻繁にあった場所には注意標識を設置し、利用者に周知します。 

 利用者が多い場所で出没があった場合、ツキノワグマと利用者が遭遇しな

いよう安全な場所への誘導や出没した個体に近寄らないように周知します。 

 ゴミの管理が不十分な施設にはツキノワグマが餌付く可能性が高いことか

ら、施設周辺のゴミに関する管理状況を把握するとともに、管理を徹底し

ます。 

②ニホンザル 

 サルの生息地域や移動ルートを把握するため、巡視、調査を行います。 

 施設内の食品及びゴミ等の管理の徹底や餌やりをさせないことが重要で

あるため、利用者や関係者に対し、注意喚起やニホンザルとの接し方に

関する普及啓発を行います。 

 利用者の多いところでは「サル監視員」による追い払いを実施します。 
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６．エコツーリズム推進 
 

当地域は山岳や高原等多様な自然環境を有する一方、都市圏からのアクセスも良く、

利用者が多いことから、エコツーリズムを推進することが望まれます。自然観光資源

の保護とエコツーリズム推進のためエコツーリズム推進法に基づく協議会の立ち上げ

を目指します。 
 
（１）ソフト面による推進 

エコツアーの提供 
乗鞍山麓の五色ヶ原の森において自然解説活動、環境教育プログラム等のエコ

ツアーが行われていることから、これらを継続していくとともに、その他の地

域でより多くの主体によるエコツアーの実施を促進します。また、ツアーの質

の向上を図るため、自然を保全しつつ持続的に活用する手法や仕組みについて

検討します。 
（２）ハード面による推進 

①ビジターセンター等の整備 
  ビジターセンター等の展示物を通して利用者へ情報を提供します。 
②解説標識の設置 

特徴的な自然環境等について解説した標識の整備及び維持管理を行い、利用者

へ情報を提供します。 
 
 
７．利用指導 
 
（１）ウォータースポーツ、スカイスポーツ等について 

カヌー、カヤック、手こぎボート等のウォータースポーツ、パラグライダー等

のスカイスポーツについては、安全面の問題や自然環境への影響などが懸念され

る場合には、自粛等の適切な指導をします。 
（２）マウンテンバイク（自転車）の登山道等への乗り入れについて 

マウンテンバイクの登山道や園地歩道等への乗り入れは、歩行者の安全を損な

うばかりでなく、歩道施設の損傷、高山植物等の脆弱な自然環境を破壊する可能

性があるため、乗り入れ、持ち込みを行わないよう指導します。 
（３）写真、テレビ等の撮影、取材について 

特に高山帯における写真、テレビ等の撮影、取材については、歩道外の踏み荒

らしやライチョウへの影響、利用者の通行の妨げ等、自然保護及び利用への支障

がないよう指導します。 
また、撮影、取材によるヘリコプターの離着陸は原則として禁止し、低空の空
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中撮影については騒音による不快感を利用者へ与えるとともに、野生動物への悪

影響も考えられるため自粛を要請します。 
 
 
８．普及啓発 

 
①ソフト面による推進 

 利用者に対する情報提供 

気象情報、動植物の生息情報、利用規制、アクセス、利用マナー等について、      

リアルタイムに情報を提供できるよう、情報掲示板等を工夫し、情報の発信方法

を検討します。 

 ビジターセンター間の情報交換とその活用 

リアルタイムの自然情報をお互いに交換し、利用者に提供できるよう、インタ

ーネットの積極的活用を検討します。また、関係団体の協力のもと、広く一般の

利用者に対して、事前に現地の情報を提供する手法について検討します。 

  ②ハード面による推進 
 インフォメーションセンター、ビジターセンター等の活用 

当地域には、上高地インフォメーションセンター、上高地ビジターセンター、

乗鞍自然保護センター及び飛騨・北アルプス自然文化センターが整備されており、

各施設で行われる行事について、宿泊施設、交通機関のターミナル等で積極的に

情報提供を行います。 
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第５章 その他国立公園の適正な保護と利用に関する事項 
 
１．公園管理に携わる団体 
 

当地域の国立公園管理における主な関係団体について下記に示します。これらの団

体と連携し、国立公園の管理を充実させます。 
地域 活動団体名 主な活動内容 

上高地 
地域 

上高地を美しくする会 美化清掃活動 

上高地パークボランティア 
自然解説活動、美化清掃活動、観察会、 

外来生物の監視・駆除活動            

上高地ネイチャーガイド協議会 自然解説活動 
自然公園財団上高地支部 美化清掃活動、施設維持管理、野生生物対策               

上高地自動車利用適正化連絡協議会 自動車利用の適正化 
北アルプス山小屋友交会 美化清掃活動、登山道の補修、利用者指導 

乗鞍 
地域 

乗鞍高原を美しくする会 美化清掃活動 
乗鞍自然保護センター 外来生物の分布調査・除去活動 
白骨まちづくり委員会 景観の維持、まちなみづくり 
乗鞍岳自動車利用適正化連絡協議会 自動車利用の適正化 

飛騨 
地域 

全

域

乗鞍美化の会 美化清掃活動 
北アルプス美化の会 美化清掃活動 
乗鞍自動車利用適正化協議会 自動車利用の適正化 
平湯まちづくり委員会 景観の維持、まちなみづくり 
飛騨山小屋友交会 美化清掃活動、登山道の補修、利用者指導 
乗鞍環境パトロール 普及啓発、利用者指導、自然解説活動 

全域 
 

自然公園指導員 自然解説活動、利用者指導、普及啓発 

林野庁グリーンパトロール 

林野庁グリーンサポートスタッフ 

グリーンロープの保守、美化清掃活動、 

高山植物の保護・普及啓発 

林野庁雷鳥パトロール 植生復元、普及啓発 
長野県自然保護レンジャー 美化清掃活動、高山植物の保護、利用者指導 
高山植物等保護対策協議会 高山植物の保護・普及啓発 
登山道維持管理連絡協議会 登山道の維持管理 

北アルプス南部地区山岳遭難対策協議

会 
救助活動、利用者指導、普及啓発 

関係県・市町村、観光協会、 

旅館組合、民宿組合 

観光資源のＰＲ、宿泊施設の提供、 

美化清掃活動、施設の維持管理等 
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２．研究者との連携 

  
国立公園の管理を行うにあたり、管理手法、調査方法、分析方法、合意形成手法等

の分野で、科学的知見が必要であり、信州大学、岐阜大学等の研究機関との連携を図

ります。 
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第６章 公園事業及び行為許可等の取扱いに関する事項 
 
１．許可、届出等取扱方針 
 
（１）特別地域及び特別保護地区 

特別地域及び特別保護地区における各種行為については、自然公園法の行為許可申請に対する審

査基準として、「国立公園の許可、届出等の取扱要領」（平成 22 年４月１日付け環自国発第 100401006

号）第６に規定するとおり、自然公園法施行規則第 11条に規定する許可基準（以下「許可基準」と

いう。）、同条第 35 項の規定に基づき環境大臣が定めた「中部山岳国立公園の特別保護地区内におけ

る行為の許可基準の特例」(平成 12年８月 15 日付け環境省告示 51 号（上高地地域））及び「自然公

園法の行為の許可基準の細部解釈及び運用方法について」（平成 22 年４月１日付け環自国発第

100401008 号）において定める許可基準の細部解釈によるほか、下記の取扱方針による。 
 

行為の種類 取  扱  方  針 
①全行為共通事項   
 （ア）規模 

・風致景観上の判断に重点を置き、行為の目的を達成するために必要な 
最小限の規模とする。 

（イ）外部意匠・色彩・材料等 
 ・利用者の目に触れる部分については、風致景観と調和するように、自 

然材料又は自然材料を模した表面処理をしたものとする。 
 ・色彩の指定については、別紙１「色彩について」による。（以下同じ。） 
（ウ）残土処理方法 
 ・原則として国立公園区域外に搬出する。ただし、行為敷地内における 

敷ならしによって風致景観の保護上支障のないよう処理できる場合、 
又は自然公園法の手続きを受けて行われる他の行為に適切に流用で 
きる場合はこの限りではない。 

（エ）廃材処理方法 
 ・原則として国立公園区域外に搬出する。ただし、自然公園法の手続き 

を受けて行われる他の行為に適切に流用できる場合はこの限りではな 
い。 

（オ）修景緑化方法 
 ・支障木については、可能な限り移植し、周囲の修景緑化に使用する。 
 ・特別保護地区及び第１種特別地域においては、行為により植生が失わ 

れる範囲について、植生誘導工を施し、周辺植物の定着を促す。 
 ・第２種特別地域、第３種特別地域においては、原則として現地産の自 

生種（当該地周辺地域に自生する系統も含む。）による緑化を行う。 
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ただし、現地産の自生種が手に入らない等、やむを得ない場合は、 
国内産の在来緑化植物を用いることができる。 

（カ）法面処理方法 
・法面は緑化することとし、その方法は、「１．（１）①全行為共通 
事項（オ）修景緑化方法」による。ただし、安全確保上代替工法が 
ない場合は、モルタル若しくはコンクリート吹付工（特殊配合モル 
タル吹付工含む。）又は法枠工も可とする。 

・擁壁は、極力自然石積みとし、これが困難な場合においては、自然 
石を模した表面仕上げとする。 

（キ）その他 
 ・工事看板の設置数は、安全確保上、必要最小限の数とする。 

②工作物の新・改・増築 

ア 建築物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ア）基本方針 
・周囲の自然環境及び国立公園内の建築物としてふさわしいと認めら 

れる既存建築物と調和のとれた形態とすること。 
（イ）位置 
 ・風致景観上の支障が最小限となる位置とする。 
（ウ）外部意匠・色彩・材料等 

・屋根の形状は、切妻、寄棟等の勾配屋根とし、屋根勾配は2/10以上 
とする。ただし、車庫、倉庫等の小規模な建築物についてはこの限 
りではない。 

・屋根の色彩は、原則として焦げ茶色、茶色とする。ただし、白骨温 
泉（別図１により示した範囲、以下同じ。）においては、灰色、黒 
色も使用できることとする。 

・外壁は、極力自然材料を使用する。 
 ・外壁の色彩は、焦げ茶色、茶色の中から周囲の環境に調和する色彩 

を選択する。自然材料によるものは、素材色とすることができる。 
ただし、白骨温泉、乗鞍高原集団施設地区（別図２、以下同じ。）、 
平湯集団施設地区（別図３、以下同じ。）、乗鞍鶴ヶ池集団施設地 
区（別図４、以下同じ。）においては、白色も使用できることとす 
る。 

  ・上高地集団施設地区（別図５、以下同じ。）において、中日新聞上 
高地支局、上高地郵便局及び長野県森林組合連合会保養所における 
外壁（付属棟を除く。）の色彩は、一部（小口、窓枠、ベランダ手 
すり等）を白色とすることができる。 

（エ）付帯施設 
 ・車庫、倉庫等小規模な付帯施設は、極力主たる建築物に包含するこ 
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ととし、やむを得ず別棟にする場合は、主たる建築物の外部意匠・ 
色彩・材料等と同様のものとする。ただし、屋根の形状はこの限り 
ではない。 

（オ）汚排水処理方法 
 ・し尿、雑排水は、公共下水道に排出処理する。 
 ・公共下水道がない地域におけるし尿、雑排水については、寒冷地に 

適した方法によって適切に処理し、河川の水質保全のための措置を 
講ずる。 

（カ）その他 
 ・乗鞍高原集団施設地区においては、自然環境、風致に支障を与える 

おそれがあるため、鈴蘭・楢ノ木地区以外の建築は認めない。 
 ・平湯集団施設地区においては、温泉集落地としての風致や歩道から 

アカンダナ山への眺望に支障を与えるおそれがあるため、中空の渡 
り廊下の建築は認めない。 

 イ 道路（車道） （ア）基本方針 
・曲線半径や道路の縦断勾配等は、極力現地形に順応させる配慮を行 
い、自然に与える影響が最小限となる工法とする。 

（イ）付帯施設の外部意匠・色彩・材料等 
 ・車両用防護柵は、原則としてガードロープとし、支柱は焦げ茶色に 

塗装する。やむを得ずガードパイプ、ガードレール等を使用する場 
合は、焦げ茶色に塗装する。 

 ・警戒標識、案内標識等の支柱及び盤面の裏側は、焦げ茶色に塗装す 
る。 

 ・道路管理者が設置する警戒標識、案内標識等は、必要最小限とする。 
 ・公安委員会が設置する道路標識令に基づく規制標識、指示標識に関 

しても、支柱及び盤面の裏側は焦げ茶色とする。 
 ・照明は、交通の安全確保をする上で必要最小限とする。 
 ・及びトンネル坑口は、自然石を使用するか又はそれを模した表面仕 

上げとする。 
 ・ロックネット、ロックフェンス、落石防止柵等の色彩は、原則とし 

て焦げ茶色とし、災害復旧等のやむを得ない場合も灰色塗装又は亜 
鉛メッキ仕上げとする。 

（ウ）法面処理方法 
 ・法面は緑化することとし、その方法は、「１．（１）①全行為共通 

事項（オ）修景緑化方法」による。 
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（エ）その他 
・希少な野生動物が生息する地域では、皿形側溝など野生動物の移動 
を妨げないよう対策を講じる。 

  
ウ 電柱 
 

（ア）基本方針 
 ・主要展望施設から展望した際に、利用者の目に触れない位置に設置 

する。また、電力柱及び電話柱が隣接する場合は、原則として共架 
とする。 

 ・特別保護地区及び第１種特別地域の既存電柱の更新の際には、電線、 
電話線及び通信ケーブルは、原則として地下埋設とする。 

・既存電柱に設置する支線カバーの取り付けは、歩道等での歩行者に 
接する場所以外は認めない。 

 ・電柱への広告物の掲示又は掲出は認めない。 
（イ）色彩 
 ・電柱の色彩は、焦げ茶色とし、電線は黒色とする。 
（ウ）その他 
 ・第２種特別地域において、電気事業者、通信事業者等が設置を行う 

場合、電線、電話線及び通信ケーブルは、技術的に不可能な場合を 
除き、新設については地下埋設とする。既存のものについても、更 
新の際に地下埋設となるよう指導する。 

エ 鉄塔・ 
アンテナ 

（ア）基本方針 
 ・主要な展望施設から展望した際に、利用者の目に触れない位置に設置 

する。 
（イ）色彩 
  ・原則として、鉄塔は焦げ茶色、アンテナは灰色とする。 
（ウ）その他 
 ・移動通信施設の取扱いについては、別紙２「中部山岳国立公園南部地 

域における移動通信施設の取扱いについて」による。 
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オ 治山及び 
砂防施設 

（ア）基本方針 
 ・特別地域のうち、主要展望施設からの展望方向にあり風致景観を著し 

く損なうもの、希少野生動植物の生息生育が確認されている地域に 
ついては、原則として許可しない。ただし、防災上他に方法がなく、 
やむを得ない場合は、個別の実情に応じて風致景観及び希少野生動 
植物の保全上、必要な措置が講ぜられるものについて許可する。 

（イ）外部意匠・色彩・材料等 
 ・利用者の目に触れる部分については、風致景観と調和するように、 

自然石を利用した石張り、籠枠工及びふとん籠工等の措置を講ずる 
ほか、極力風致景観に配慮した仕上げとする。 

 ・上高地地域の梓川本流及び支流では、護岸は原則として蛇籠又はふ 
とん籠とし、自然石を使用する。床固工、帯工等、その他の施設に 
おいても、極力自然石を使用する。また、工事に当たっては、水質 
汚濁防止の措置をとるとともに、極力、利用最盛期（７～１０月） 
の工事実施を避ける。 

（ウ）その他 
 ・河川改修の際は、できる限り自然石積み又は多自然型護岸とするよう 

指導を行う。 
カ その他  ・その他の工作物の色彩は、風致景観になじんだ色彩とする。ただし、 

特殊な用途の工作物については、この限りでない。 
・公衆電話ボックス及び自動販売機は建物に付帯させ、独立しての設 
置は認めない。  

③木竹の伐採 

  ・国有林及び民有林の施業については、「自然公園区域内における森 
林の施業について（昭和34年11月９日付け国発第643号 国立公園 
部長通知）」及び「同（国有林の取扱い）（昭和4 8年８月1 5日付け 
環自企第516号  自然保護局長通知）」を基本とし、地域の風致に配 
慮した施業とする。 

 

④土石の採取 

ア 温泉 
ボーリング 

 ・既存泉源に与える影響や排水が適切に行われるか等自然環境に与え 
る影響を考慮の上で判断する。また、風致景観には充分な配慮を行う。 

イ 調査 
ボーリング 

・調査目的の本体工事に関する許可見込みについて、考慮した上で判 
断する。 

ウ 土石の採取  ・災害防止のため、河床を低下させることを目的として行う河川の土 
石除去については、周辺植生を損傷しないよう措置を講ずる。 
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⑤水位・水量の増減                 

 ・既存の水利用のための水位・水量の増減については、原則として従 
前のとおり許可を更新するものとするが、自然環境や風致景観への悪 
影響が認められた場合は、行為者がモニタリング調査を実施した上で 
許可内容の変更について検討する。 

⑥広告物の掲出 

 （ア）基本方針 
 ・風致景観の保護上支障の少ない位置、方法とする。また、設置者を 

明記し、老朽化、破損した場合は撤去、補修する等適切に管理する。 
（イ）外部意匠・色彩・材料等 
 ・支柱及び表示板の材料は、構造及び安全確保上の問題がある場合を 

除き、原則として自然材料とする。ただし、案内看板、解説看板の 
表示面についてはこの限りではない。 

 ・地色は素材色又は焦げ茶色、文字は白色又は黒色を基調とする。た 
だし、公園利用者等の安全確保等公共性の高いものや地図等２種類 
以上の色を使用しなければ目的を達成することができない場合は 
この限りではない。 

（ウ）照明 
 ・夜間に利用者を誘導するために必要がある場合に限り、外部からの 

照明を認める。  

ア 標識類 
 

（ア）基本方針 
 ・同種の目的を持つものは統合する。 
 ・公園利用に係る標識については、別紙３「歩道における標識標準デ 

ザイン案」での統一を図る。 
（イ）その他 
 ・必要に応じて、外国語を併記する。 
 ・乗鞍高原集団施設地区における総合案内板の設置について、公園利 

用者が特に集中し利用効果の高い地点では、風致景観上の支障の少 
ない位置を選定するよう指導を行う。 

イ 営業広告物 
 

（ア）基本方針 
 ・施設名を表示するものに限る。 
（イ）その他 
 ・のぼり旗は認めない。 
 ・乗鞍高原集団施設地区及び平湯集団施設地区における営業広告物の 

設置については、必要性が認められる位置とする。なお、誘導標識 
が複数存在する場合には、分岐点等に統合するよう指導を行う。 
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ウ その他 
 

 ・遭難慰霊碑の設置については認めない。既存の合同慰霊碑に合祀す 
る。 

⑦土地の形状変更 
  ・災害防止のため、河床を低下させることを目的として行う河川内 

における土地の形状変更については、周辺植生を損傷しないよう 
措置を講ずる。 

⑧植物の採取又は損傷、落葉落枝の採取、動物の捕獲又は殺傷及び動物の卵の採取又は損傷 
   ・採取、損傷、捕獲及び殺傷を行う数量については、必要最小限と 

し、可能な限り採取を行う地域を分散させる。 
 
（２）普通地域 
 普通地域内における行為については、１．（１）特別地域及び特別保護地区内の取扱方針（規模

に関する事項を除く）を参考として風景の保護上適切な配慮がなされるよう指導する。また、行為

地に適用される県・市町村の条例、指導指針等に該当する場合は、これらも参考とする。 
 

長野県 
・長野県環境基本条例 
・長野県希少野生動植物保護条例 
・長野県公害の防止に関する条例 
・松本市環境基本条例 
・松本市都市景観条例 
・安曇野市環境基本条例 
岐阜県 
・岐阜県環境基本条例 
・岐阜県希少野生生物保護条例 
・岐阜県公害防止条例 
・高山市環境基本条例 
・高山市美しい景観と潤いのあるまちづくり条例 
・飛騨市環境基本条例
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２．公園事業取扱方針 
事業決定の内容及び「国立公園事業取扱要領」（平成 22 年４月１日付け環自国発第 100401003

号）第 10 の規定によるほか、下記の取扱方針によるものとする。 
 
（１）共通取扱事項 

事業の種類 取  扱  方  針 
①全事業 （ア）規模 

・事業の目的及び機能を達成する範囲で、必要最小限の規模と 
する。 

（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等 
 ・国立公園利用者の目に触れる部分については、風致景観と調 

和するように、自然材料又は自然材料を模した表面処理をし、 
極力目立たない色彩のものとする。 

 ・屋根の形状は、切妻、寄棟等の勾配屋根とし、屋根勾配は2/10
以上とする。ただし、宿舎事業以外の事業の車庫、倉庫等の 
小規模な建築物及び駐車場事業についてはこの限りではな 
い。 

 ・屋根の色彩は、原則として焦げ茶色とする。色彩の指定につ 
いては、別紙１「色彩について」による。 

 ・外壁の色彩は、原則として焦げ茶色、茶色の中から周囲の環 
境に調和する色彩を選択することとし、詳細は集団施設地区 
又は単独施設事業の取扱いによる。なお、自然材料によるも 
のは素材色も認める。 

   ただし、白骨温泉、乗鞍高原集団施設地区（別図２、以下 
同じ。）、平湯集団施設地区（別図３、以下同じ。）、乗鞍 
鶴ヶ池集団施設地区（別図４、以下同じ。）においては、白 
色も使用できることとする。 

（ウ）残土処理方法 
 ・国立公園区域外に搬出する。ただし、行為敷地内における敷 

ならしによって風致景観の保護上支障のないよう処理できる 
場合又は自然公園法の手続きを受けて行われる他の行為に適 
切に流用される場合はこの限りではない。 

（エ）廃材処理方法 
 ・国立公園区域外に搬出する。ただし、自然公園法の手続きを 

受けて行われる他の行為に適切に流用される場合はこの限り 
ではない。 

（オ）修景緑化方法 
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 ・支障木については、可能な限り移植し、周囲の修景緑化に使 
用する。 

 ・特別保護地区及び第１種特別地域において行為により裸地等 
が発生する場合は、植生誘導工を施し、周辺植物の定着を促 
す。 

 ・上記以外の地域においては、現地産の自生種（当該地周辺地 
域に自生する系統も含む。）の植栽又は播種等による緑化を 
行う。ただし、現地産の自生種が手に入らない等、やむを得 
ない場合は、国内産の在来緑化植物を用いることができる。 

（カ）法面処理方法 
 ・法面は緑化することとし、その方法は「２．（１）①全事業 

（オ）修景緑化方法」と同様とする。ただし、公園利用者等 
の安全確保上代替工法がない場合は、モルタル若しくはコン 
クリート吹付工（特殊配合モルタル吹付工含む。）又は法枠 
工も検討する。 

 ・擁壁は、極力自然石積みとし、これが困難な場合においては、 

自然石を模した表面仕上げとする。 
（キ）汚排水処理方法 
 ・し尿及び雑排水は、公共下水道に排出処理する。 
 ・公共下水道がない地域におけるし尿及び雑排水については、 

寒冷地に適した方法によって適切に処理し、河川の水質保全 
のための措置を講ずる。 

（ク）ゴミ処理方法 
 ・生ゴミを一時的に保管する場合は、屋外では堅固な容器又は 

建築物内に収納し、野生動物による被害防止対策を徹底する。 
（ケ）広告物の掲出 
 ａ基本方針 
 ・目的を達成する範囲で最小限に留め、風致景観上支障の少な 

い位置及び方法とする。また、設置者を明記し、老朽化、破 
損した場合は撤去、補修する等適切に管理する。 

 ｂ外部意匠・色彩・材料等 
 ・支柱及び表示板の材料は、構造及び安全確保上の問題がある  

場合を除き、原則として自然材料とする。ただし、案内看板、 
解説看板の表示面についてはこの限りではない。 

・地色は素材色又は焦げ茶色、文字は白色又は黒色を基調とし、 
文字以外の表記について、これ以外の色彩とする場合は２種 
類以下とする。その場合、色彩は周囲の自然景観になじまな 
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いものを避け、表示面の地色としないものとする。ただし、 
地図等２種類以上の色を使用しなければ目的を達成すること 
ができない場合はこの限りではない。 

  ｃ照明 
・夜間に利用者を誘導するために必要がある場合に限り、外部 
からの照明を認める。 

（コ）管理方針 
 ・快適かつ安全な利用を確保するために、事業敷地内及び事業 

施設の日常的な美化、修景、補修等、適切な維持管理に努め 
る。 

（サ）その他 
・施設整備に当たってはユニバーサルデザイン化を推進する。 
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②道路（車道） （ア）基本方針 
 ・道路（車道）事業については、道路交通の安全性を確保する  

とともに、付帯施設としての駐車場、案内標識、管理施設等  

の適切な整備及び道路からの風致景観の保全に留意する。 
 ・曲線半径、道路の縦断勾配等は、極力現地形に順応させる配 

慮を行い、自然に与える影響が最小限となる工法とする。  
（イ）付帯施設の外部意匠・色彩・材料等 
 ・車両用防護柵は、原則としてガードロープとし、支柱は焦げ 

茶色に塗装する。視認性又は強度の確保のため、やむを得ず 
ガードパイプ、ガードレール等を使用する場合は、焦げ茶色 
に塗装する。 

 ・警戒標識、案内標識等の支柱及び盤面の裏側は、焦げ茶色に 
塗装する。 

 ・道路管理者が設置する警戒標識、案内標識等は、必要最小限 
    とする。 
 ・照明は、交通の安全確保をする上で必要最小限とする。 
 ・擁壁及びトンネル坑口は、自然石を使用するか又はそれを模 

した表面仕上げとする。 
（ウ）法面処理方法 
 ・施工に当たっては、「２．（１）①全事業（カ）法面処理方 

法」によるほか、下記のとおりとする。 
 ・ロックネット、ロックフェンス、落石防止柵等は、原則とし 

て焦げ茶色とし、災害復旧等、やむを得ない場合にあっては 
暗灰色塗装又は亜鉛メッキ仕上げとする。 

（エ）その他 
・希少な野生動物が生息する地域では、皿形側溝など野生動物 
の移動を妨げないよう対策を講ずる。 

 ・除雪作業による立木、工作物等の損傷がないよう十分留意する。 
 ・維持管理のための伐採を行う場合、風致景観への影響が最小  

限となるよう細心の注意を払う。 
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③道路（歩道） 
 
 

（ア）基本方針 
 ・登山道整備に当たっては、地域全体の利用状況、管理状況を 

把握し、計画的な整備を行う。 
 ・歩行者の安全確保に配慮するとともに周囲の自然環境に悪影 

響を与えないよう、傾斜地においては路面の洗掘を効果的に 
防止できる工法をとる。また、自生種の生育環境に配慮した 
工法、資材の選択及び搬入方法とする。 

（イ）付帯施設（立ち入り防止柵・標識類） 
 ・湿原、高山植物のお花畑等脆弱な自然環境を保全するため、 

必要に応じて、立ち入り防止柵及び標識類を整備する。 
 ・標識類については、歩道の利用特性を踏まえ、設置箇所数、 

規模及び内容を検討し、利用者の利便性及び遭難防止を図る。 
同種の目的を持つもの及び設置する位置が同じものは極力統 
合する。 

 ・外部意匠、色彩、材料等は、極力自然材料を使用し、色彩は 
原則として焦げ茶色とする。ただし、自然材料の場合は素材 
色も認める。 

 ・標識類は、必要に応じて国際化対応を図り、デザイン、規格  

等は別紙３「歩道における標識標準デザイン案」で統一を図 
る。 

（ウ）管理方針 
 ・巡視及び情報収集により危険箇所を把握し、適正な維持管理  

を行う。 
 ・利用者による周辺植生の踏みつけ、ゴミの投げ捨て、植物 
   の採取等の防止を図る。 
 ・歩道幅員の範囲内で、下草の刈払い、支障木の枝落し等の必  

要な維持管理を行い、安全かつ快適な利用を図る。 
・事業執行がされていない歩道の管理については、関係行政機 

関（環境省、林野庁、県及び市町村）、山小屋等関係者（山 
小屋経営者、  地元遭難対策協議会等）、登山者等が連携して 
登山道の維持・管理に取組む体制を構築する。北アルプス（飛 
騨山脈）の槍・穂高連峰等、長野県側における歩道について 
は、北アルプス登山道等維持管理連絡協議会、岐阜県側につ 
いては北アルプス飛騨側登山道等維持管理連絡協議会と連携 
して、登山道の維持管理を行い、周辺環境の保全に努める。 
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④園地 
 
 
 
 

（ア）基本方針 
 ・展望、休憩、情報提供等、地域の利用特性に応じた整備を図る。 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等 
 ・「２．（１）①全事業（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料 

等」による。 

⑤宿舎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ア）基本方針 
 ・国立公園利用者に対し、各地域の特性に応じた良好なサービ  

スを提供する。 
 ・国立公園の滞在拠点として自然とのふれあいや自然の中での  

休養といった機能を十分発揮できるような施設内容及び運営  

形態とする。 
 ・施設の建て替え、増改築に当たっては、風致景観の保護に十 

分配慮するとともに、大規模な切土や盛土、支障木の伐採を 
避ける。 

  ・宿泊に供する建築物のうち、通年営業を行うものを宿舎事業 
として扱う。ただし、冬期に到達道路が閉鎖され通年営業が 
実施できないものを除く。 

（イ）位置・規模 
 ・目的、内容等の諸条件から、風致景観上の影響が最小限とな 

る位置とする。 
 ・建築物の規模は、「２．（２）①上高地集団施設地区）、② 

乗鞍鶴ヶ池集団施設地区、③乗鞍高原集団施設地区、④平湯 
集団施設地区、（５）①宿舎、②宿舎（山小屋）」の個別の 
取扱方針により定める。 

（ウ）建築物の外部意匠・色彩・材料等 
 ・外部意匠は周囲の自然環境と調和した、簡素なものとする。 
 ・外壁の色彩は、共通事項の他「２．（２）①上高地集団施設 

地区、②乗鞍鶴ヶ池集団施設地区、③乗鞍高原集団施設地区、 
④平湯集団施設地区、（５）①宿舎、②宿舎（山小屋）」の 
個別の取扱方針により定める。 

 ・外壁は周囲の風致景観との調和を図るため、極力自然材料を 
  使用する。  
（エ）付帯施設 
 ・車庫、倉庫等小規模な付帯施設は、主たる建築物に包含する  

こととし、やむを得ず別棟にする場合は、主たる建築物の外  

部意匠・色彩・材料等と同様のものとする。 
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（オ）屋外簡易施設 
 ・テーブル、ベンチ等、簡易施設は簡潔な形式による木造とす 

る。 
（カ）公衆電話ボックス 
 ・野外における設置は認めない。 
（キ）標識類・のぼり旗は認めない。 

⑥休憩所 
 
 
 
 
 
 
 

（ア）基本方針 
・国立公園の利用者が快適に休憩又は飲食できる施設とする。 
また、必要に応じて自然情報や利用施設等の国立公園に関す 
る情報を入手できる機能を設ける。 

（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等 
 ・「２．（１）①全事業（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」 

による。 
（ウ）標識類・のぼり旗は認めない。 

⑦野営場 
 
 
 
 
 
 

（山麓部） 
 
 
 
 
 
 

（ア）基本方針 
 ・地域の利用拠点として、また周辺の自然に親しむ拠点としての 

整備を図る。 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等 
 ・「２．（１）①全事業（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」 

による。 
（ウ）その他 
 ・のぼり旗は認めない。 
 ・夜間照明は、防犯、その他利用者の安全確保上必要最小限のも 

のとし、外部に光が拡散しないよう配慮する。 

（山岳部）  ・登山及び自然探勝の基地として炊事場、便所等野営施設の充  

実整備を図る。 
 ・動線及びテントサイトの範囲の明確化により林床植生の保護 

に留意する。 
⑧スキー場 
 
 
 
 
 
 
 

（ア）基本方針 
 ・「国立公園におけるスキー場事業の取扱いについて」（平成 

３年６月７日付け環自国第315号 自然保護局長通知）による。 
（イ）スキー場事業施設の基準 
 ａ滑走コース  
  ・大規模な土地の造成をせず、既存の地形を最大限に生かし、 

自然や風致景観に与える影響を最小限にする。 
  ・造成後に生じる裸地は緑化する。 
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 ｂスキーリフト 
  ・リフトの支柱の色彩は焦げ茶色とする。 
    ・施設の撤去跡地については、整地後、適切な復旧措置を講 

ずる。 
 ｃ建築物の外部意匠・色彩・材料・規模等 
  ・屋根の形状は切妻、寄棟等の勾配屋根とし、屋根の勾配は 

2/10以上とする。 
   ・屋根の色彩は焦げ茶色とし、外壁は茶色又は白色等、屋根 

と調和のとれた色とする。自然材料については素材色とす 
ることができる。 

  ・高さは13ｍ以下とする。 
 ｄ看板・誘導標識・表示板等 
  ・安全かつ適切な利用指導を促進するため、案内板、指導標 

識、自然解説板等を整備する。 
 ｅその他の施設（夜間照明施設、音響施設等） 
  ・色彩は焦げ茶色又は灰色とする。 
 ｆ管理方針 

・パトロール、医療救急及び緊急時連絡体制を適正に整備す 
る。  

 ｇその他 
  ・融雪剤の使用は、自然環境への影響が懸念されるため   

認めない。 
 

                       
 
（２）集団施設地区 
   共通事項取扱事項の規定によるほか、下記の取扱方針によるものとする。 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

①上高地集団施設地区 
 
 
 
 
 
 
 
 

■管理方針 
  上高地集団施設地区は、我が国屈指の山岳景観を誇る景勝地 
 であり、特別名勝及び特別天然記念物でもあることから、自然 
保護を最重点とし、北アルプス（飛騨山脈）の登山及び上高地 
周辺における質の高い自然とのふれあいの拠点として整備を行 
う。 

  各施設の整備に当たっては、地区の適正収容力に応じた規模 
 とし、構造、形態等は現状の風致を損なわないよう十分留意す 
る。また河童橋周辺をはじめとする特定の場所への集中利用の 
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緩和策として、誘導表示施設の整備による右岸地域への利用分 
散を図るほか、自然探勝のための施設の充実を図り、適正な 
公園利用を推進する。 

  冬期入山者のための施設は、冬期便所（汲み取り式）の整備 
 に留める。 
  また、梓川の河床上昇に伴う災害防止の観点から、護岸をは 
じめとする防災施設の整備及び河床整理については、現状の風 
致を損なわないよう十分配慮し、地区全体の保全を図るものと 
する。 

 ア 上高地道路 
（歩道） 

 ・上高地集団施設地区周辺の自然探勝歩道として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」による。 

イ 上高地園地 
 

 
 
 

 ・周辺の山岳や梓川の眺望を生かし、上高地における自然探勝及 
び休憩のための園地として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、園路及び休憩 
施設等を充実させる。また、河童橋は、上高地の風致と一体化 
した施設であり、現状の木造吊橋の形態を極力維持する。 

ウ 上高地宿舎 
 

 ・登山及び上高地、大正池、明神周辺の自然探勝のための滞在拠 
点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか下記のとおりと 
する。 

（ア）基本方針 
・原則として、新規宿舎事業の参入は認めないこととする。ただ 
し、既存施設が売買され新規所有者が事業執行する場合は、こ 
の限りではない。 

 ・施設は、登山者が宿泊できるように低廉、簡便な部分も確保す 
るように配慮するとともに、集団施設地区全体として統一のと 
れた外部意匠となるよう配慮する。 

 ・敷地は、原則として既事業敷地内とする。 
（イ）規 模 
 ・建築物の高さは15ｍ以下とする。ただし、塔屋又は煙突に限り 

建築物の最高部の高さから４ｍの範囲内で、その設置を認める。 
 ただし、既に15ｍを超える建築物（上高地帝国ホテル）について 
は、高さが既存高以下、階数が同一以下、かつ外観がほぼ既存 
施設どおりに建て替えられる場合には、これを認める。 

 ・容積率の扱いは次による。 
  ａ従業員専用面積を除く容積率は、80％以下とする。 
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  ｂ吹き抜け部分は、相当する階の床面積として算定する。 
  ｃ地下（階）部分のうち、機械室、電気室又は倉庫は、容積に 

算定しない。 
  ｄ給水路敷、排水路敷等は敷地面積に含めない。 
 ・日最大宿泊者数（収容力）は下記のとおりとする。 
  ○五千尺ホテル（五千尺ロッヂを含む）、ホテル白樺荘、 

上高地温泉ホテル、上高地帝国ホテル 230人／日 
  ○上高地西糸屋山荘、松本市営アルペンホテル、 

清水屋ホテル 150人／日 
 ・延床面積及び従業員専用面積の扱いは下記のとおりとする。 
  ａ宿舎の延床面積（吹き抜け部分及び地下（階）部分を含み、 

従業員専用面積は含まない。）は、日最大宿泊者数（収容力） 
に23㎡/人を乗じた数値以下とする。 

  ｂ宿舎の従業員専用面積（吹き抜け部分及び地下（階）部分を 
含む。）は、日最大宿泊者数（収容力）を次の数値で除した 
ものに、24㎡/人を乗じた数値以下とする。 

  ○上高地西糸屋山荘、松本市営上高地アルペンホテル 4.0 
  ○五千尺ホテル（五千尺ロッヂを含む）、ホテル白樺荘、 

上高地温泉ホテル、清水屋ホテル 3.0 
  ○上高地帝国ホテル 1.5  
（ウ）建築物の外部意匠・色彩・材料等 
 ・外部意匠は木造、石積み等とする。 
 ・屋根の形状は切妻とし、屋根勾配は3/10以上、5/10以下とする。 
 ・屋根の色彩は、焦げ茶色、赤錆色等とする。 
 ・外壁は、屋根が焦げ茶色の場合は茶色とする。赤錆色の場合は 

自然材料を使用した焦げ茶色とする。一部（小口、窓枠及びベ 
ランダの手すり）を白色とすることができる。 

（エ）自動販売機 
・建築物壁面線より内側に埋め込む形で設置することとし、外部 
の色彩を壁面と同一配色とする。 

エ 上高地休憩所 
 

 ・上高地駐車場に隣接し、各種公園情報を集約し情報提供を行い、 
悪天候時の避難所ともなる施設（通称：上高地インフォメ 
ーションセンター）と公園保護活動及びそのための研修を行う 
施設（通称：上高地公園活動ステーション）が整備され、利用 
されている。 
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 ・取扱方針は、「２．（１）⑥休憩所」による。 
オ 上高地案内所 

 
 ・上高地駐車場に隣接し、幅広い観光情報を集約し情報提供を行 

う施設（通称：上高地観光センター）として利用されている。 
  ・取扱方針は、「２．（１）⑥休憩所」に準ずるほか、自動販売 

機の設置の際には本体を自然材料で覆う。 
カ 上高地野営場 

 
・登山及び上高地、大正池、明神周辺の自然探勝のための基地と     

して利用されている。 
・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山麓部）」によるほか下 
記のとおりとする。 

（ア）基本方針 
 ・炊事場、便所等野営施設の充実整備を図る。 
 ・老朽化した常設テントの改善整備を図る。 
 ・老朽化した既存のケビン施設は、原則として既存敷地内で、建 

て替え整備を行う。 
 ・動線、テントサイトの範囲の明確化により林床植生の保護に留 

意するほか野生動物対策として、必要に応じて草刈りを行い見 
通しの確保を図る。 

  ・フリーテントサイト一帯は、一般利用の散策園地も兼ねるもの 
とする。 

（イ）規 模 
 ・日最大宿泊者数（収容力）は、テントサイト、ケビンともに、 

現状規模程度とする。 
（ウ）自動販売機 
 ・自動販売機の設置の際には本体を自然材料で覆う。 

キ 上高地駐車場 
 

 ・上高地へのアクセス道路の終点に位置する駐車場として整備さ 
れ、路線バス、観光バス等に利用されている。 

・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業（イ） 
建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。規模は現状を維持 
し、有効な利用のための改良を行うとともに効率的な運用を図 
る。また、当該地域の管理業務用及び従業員用の車両は、中信 
森林管理署上高地治山事業所敷地及びその周辺に収容する。 

ク 上高地自動車 
運送施設 

 

 ・上高地駐車場に隣接し、公園利用者を運送する事業を営むため 
の施設として路線バス及び観光バス事業者の休憩施設が整備さ 
れ利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業（イ） 
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建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 

ケ 上高地 
給水施設 

 

 ・上高地集団施設地区内の梓川右岸一帯にある施設へ上水を供給 
するための施設として利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業（イ） 
建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 

コ 上高地 
排水施設 

 

 ・上高地集団施設地区内の下水を適切に処理するための施設とし 
て利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業（イ） 
建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 

サ 上高地 
医療救急施設 

 

 ・上高地の利用シーズン中に開設され、公園利用者の急病又は遭 
難その他突発的な事故による負傷等に対して救急的診療処置を 
行う医療施設として利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業（イ） 
建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 

 シ 上高地 
博物展示施設 

 

 ・上高地における公園利用に関する総合的な展示機能及び自然学 
習フィールドの案内機能を備えた総合的な拠点施設（通称：上 
高地ビジターセンター）として利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 

 

事業の種類 取  扱  方  針 
②乗鞍鶴ヶ池 

集団施設地区 
 
 
 
 
 

■管理方針 
  展望と高山植物群落等の興味対象に恵まれた乗鞍岳一帯の登山 

及び自然探勝のための利用拠点としての整備を図る。 
  施設の整備に当たっては、高山地帯の自然環境の保全に努め、 

現状の風致を損なわないように十分配慮する。 
  乗鞍鶴ヶ池集団施設地区が目指す風致の形成、管理運営のあ 

り方については、関係者との合意形成を図る。 

 
 
 
 

ア 乗鞍鶴ヶ池園

地 
 

 
 

・畳平周辺の自然探勝を目的とした園地として利用されている。 
・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、地区一帯の歩 
道計画と関連した園地整備（園路、休憩広場、展望広場、公衆 
便所等）を図るとともに、事業執行者は動植物を保護するため 
の立入禁止、植生の復元等自然環境の保全を図る措置を講ずる。 

イ 乗鞍鶴ヶ池 
宿舎 

 

 ・乗鞍鶴ヶ池駐車場に隣接し、乗鞍岳登山及び畳平周辺の自然 
探勝のための滞在拠点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、建築物の高 
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 さは13ｍ以下とする。 
 ・屋根の形状は、切妻等の勾配屋根とする。 
 ・屋根の色彩は、焦げ茶色等の茶系色とする。 
 ・外壁の色彩は、焦げ茶色、茶色、白等、屋根と調和のとれた 

色とする。 
ウ  乗鞍鶴ヶ池 

案内所 
 

 
 

 ・畳平周辺の野生動植物や登山道、自然情報や利用施設等の情  

報を集約し、情報提供を行う施設として整備され、乗鞍鶴ヶ池     
駐車場に隣接するバスターミナルとしても利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑥休憩所」によるほか、悪天候時 
の避難所としても活用する。 

エ 乗鞍鶴ヶ池 
駐車場 

 
 
 
 

 ・乗鞍スカイラインの終点に位置する駐車場として整備され、 
路線バス、観光バス等に利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、自然環 
境保全のため、利用形態の変化に合わせた改良工事に留める。 
また、付帯施設である公衆便所については、必要に応じて管 
理手法と合わせ再整備を検討する。 

オ 乗鞍鶴ヶ池 
給水施設 

 
 
 

 ・乗鞍鶴ヶ池集団施設地区内の各施設へ上水を供給する施設と 
して利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、給水量 
の安定確保のための整備、水源の汚染防止のための措置を講ず

る。 
 

事業の種類 取  扱  方  針 
③乗鞍高原 

集団施設地区 
 
 
 
 
 

■管理方針 
  乗鞍岳東山麓の広大な高原の自然環境を活用した自然探勝、ス 
キー、登山、保養等の利用拠点として整備する。 

  また、滞在型利用のための、ピクニック園地、運動施設等の 
整備についても、現状の風致を損なわないよう進めるものとす 
る。 

  乗鞍高原集団施設地区が目指す風致の形成、管理運営のあり 
方については、関係者との合意形成を図る。 
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ア 乗鞍高原道路

（車道） 
 

 ・鈴蘭地区と一の瀬地区を結ぶ車道として整備され、一の瀬園     
地利用者の主要なアクセス路として利用されている。 

・ 取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」によるほか、一部 
に付帯する自転車道については、歩行者帯との分離色はベー 
ジュ色とする。 

イ 乗鞍高原園地 
 

 ・園路や休憩所、駐車場が整備され、自然林を生かした自然探  

勝や高原散策等に利用されている。 
・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、標識類、案 
内板等については、主要箇所や分岐点に計画的に配置する。 

ウ 乗鞍高原宿舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・温泉保養、自然探勝、冬期のスキー等の滞在拠点として利用 
されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか下記のとおりと 
する。 

（ア）土地の地形勾配 
 ・建築物に係る土地の地形勾配が30％を超えない場所を選定す 

る。 
（イ）壁面線の後退 
 ・建築物の壁面線（建築物の外壁又はこれに代わる柱の中心線 

の水平投影線をいう。）が次の各号に掲げるものから当該各 
号に示した距離以上、壁面線を後退させる。 

  ａ公園事業道路（車道）との敷地境界線 10ｍ  
  ｂ敷地境界線             ５ｍ 
  さらに、河畔の風致保全のため、河川からは極力壁面線を   

後退させる。 
（ウ）規模 
 ・建ぺい率 
  総建築面積（同一敷地内にあるすべての建築物の建築面積の  

和）の敷地に対する割合は20％を超えないこと。 
 ・高さ 
  建築物の高さは13ｍ以下とする。ただし、避雷針、煙突及び  

アンテナを除く。また、既に13ｍを超える建築物については、  

高さが既存高以下、階数が同一、かつ外観がほぼ既存建築物  

どおりに建て替えられる場合には、この限りではない。 
（エ）建築物の外部意匠・色彩・材料等 
 ・乗鞍高原集団施設地区において、外壁への屋号表示は必要最 

少限のものとする。 
 ・屋根の勾配は、切妻等の勾配屋根とする。 
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 ・屋根の色彩は、焦げ茶色とする。 
 ・外壁の色彩は、薄茶、白等、屋根と調和のとれた色とする。 
（オ）その他 
 ・自然環境、風致に支障を与える可能性があるため、鈴蘭・楢 

ノ木地区以外での建築は認めない。 
エ 乗鞍高原 

休憩所 
 

・乗鞍高原駐車場に隣接し、各種公園情報を集約し情報提供を行 
う施設（通称：松本市乗鞍観光センター）として利用されてい 
る。 

・取扱方針は、「２．（１）⑥休憩所」による。 
オ 乗鞍高原 

野営場 
 
 
 
 

 ・一の瀬園地内に位置し、乗鞍高原の自然探勝のための基地とし 
て利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山麓部）」によるほか、 
炊事場、便所等野営施設の整備の充実を図るとともに、隣接す 
るミズバショウ群生地へのスムーズな誘導も含めた整備を図 
る。自動販売機の設置の際には本体を自然材料で覆う。 

カ 乗鞍高原 
駐車場 

 
 

 ・鈴蘭地区に位置する駐車場として整備され、乗鞍岳へのアク 
セス拠点として利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、既存施 
設の維持管理、機能の充実を図る。 

キ 乗鞍高原 
公衆浴場 

 
 

 ・番所乗鞍岳線道路に隣接し、公園利用者の日帰り入浴施設と 
して利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、既存施 
設の維持管理、機能の充実を図る。 

ク 乗鞍高原 
博物展示施設 

 

 ・乗鞍高原駐車場に隣接し、乗鞍高原における公園利用に関する 
総合的な情報提供機能及び一の瀬を中心とした自然学習フィー 
ルドの案内機能を備えた拠点施設（通称：乗鞍自然保護センタ 
ー）として整備され、乗鞍高原周辺の野生動植物や乗鞍高原の 
自然情報発信基地として利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業（イ） 
建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 

 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

④平湯集団施設地区 
 

■管理方針 
  乗鞍岳、笠ヶ岳等をひかえた山間の温泉地であり、自然環境 
の保全に留意しつつ、登山、野営、保養等のための利用拠点と 
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して整備する。また、乗鞍岳や上高地への岐阜県側のマイカー 
乗換・中継拠点として、適正な利用誘導のための情報提供施設、 
休憩所等必要な施設の整備を図る。 

  なお、当該地は温泉法に基づく国民保養温泉地にも指定され 
ているため、温泉利用を推進するための整備にも配慮するもの 
とする。 

  平湯集団施設地区が目指す風致の形成、管理運営のあり方に 
ついては、関係者との合意形成を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア 平湯園地 
 

 ・平湯温泉街から平湯大滝方面への自然探勝を行うための園地と 
して利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、既存施設の 
維持管理を図るとともに、標識類、案内板、自然解説板等は、 
自然とのふれあいが深められるよう配慮する。 

イ 平湯大滝園

地  
 

 
 

 ・平湯大滝周辺の自然探勝を目的とした園地として利用されてい 
る。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、既存施設の維 
持管理を図るとともに、河川に隣接することから、利用者の安 
全が図られるよう配慮する。 

ウ 平湯宿舎 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ・上高地及び乗鞍岳への中継地のほか、温泉保養地、平湯集団施 
設地区周辺の自然探勝及び冬期のスキー、新穂高等周辺地域へ 
の滞在拠点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか下記のとおりと 
する。 

（ア）白壁、格子等、奥飛騨地方の特徴を生かした外部意匠とする。 
（イ）建築物の高さは17ｍ以下とする。ただし、避雷針、煙突及び 

アンテナを除く。また、既に17ｍを超える建築物については、 
高さが既存高以下、階数が同一以下、かつ外観がほぼ既存建 
築物どおりに建て替えられる場合には、この限りではない。 

エ 平湯休憩所 
 

 
 

 ・平湯温泉の中心部に位置し、飛騨・北アルプス自然文化センタ 
ーと連携して、各種公園情報を集約し情報提供を行う施設とし 
て整備されているほか、バスターミナルとしても利用されてい 
る。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑥休憩所」による。 
オ 平湯野営場 
 
 

 ・平湯集団施設地区周辺の自然探勝のほか、上高地、乗鞍岳、新 
穂高等周辺地域への滞在拠点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山麓部）」によるほか、 
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現在の自然環境を維持しながら、園地としても活用できるよう 
園路、四阿等を整備する。自動販売機の設置の際には本体を 
自然材料で覆う。 

カ 平湯温泉 
スキー場 

 

 ・平湯集団施設地区を基地とするスキー場として利用されてい 
る。  

 ・取扱方針は、「２．（１）⑧スキー場」によるほか、既存施 
設の維持管理、機能の充実を図る。 

キ 平湯駐車場 
 
 

 ・アカンダナ山麓に位置する駐車場として整備され、上高地、乗 
鞍岳へのアクセス拠点として利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、平湯休 
憩所との連携、公園利用者の利便性が向上するよう既存施設の 
維持管理、機能の充実を図る。 

ク 平湯給油施設 
 

 ・利用者の乗用車、バス等に燃料を供給するための施設として 
利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 

ケ 平湯排水施設 
 
 

 ・平湯集団施設地区内の下水を適切に処理するための施設とし 
て利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 

コ 平湯博物展示

施設 
 
 
 
 

 ・岐阜県側の利用拠点として自然情報や歴史、利用施設等の情 
報を集約し、情報提供を行うための施設（通称：飛騨・北アル 
プス自然文化センター）として利用されている。 

・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、博物展 
示施設を起点とした自然探勝路を活用し、利用者への自然解 
説を行うとともに、地元住民と協力連携しながら普及啓発活 
動を積極的に行う。 
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（３）道路 
   共通事項取扱事項の規定によるほか、下記の取扱方針によるものとする。 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

①車道 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア 中房温泉線 
 

 ・安曇野市有明の公園境界から中房温泉及び燕岳登山口へ至る県 
道として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」による。 
イ 上高地線 

 
 ・高山松本線道路（国道158号）から分岐、釜トンネルから大正池 

を経て上高地駐車場へ至る県道として利用されている。昭和50 
年以降、上高地自動車利用適正化連絡協議会が策定する上高地 
自動車利用適正化方針に基づき、マイカー規制が実施されてい 
るが、冬期は積雪のため通行止めとなる。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」によるほか、危険 
   箇所については改修を図るとともに、施工に当たっては、地     

形の改変及び植生への影響を最小限とする。 
ウ 白骨温泉線 
 
 
 

 ・高山松本線道路（国道158号）から分岐し、沢渡から白骨温泉 
へ至る県道として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」によるほか、拡幅、 
改良工事に当たっては、道路交通の安全性を確保することの 
できる最小限の規模に留める。 

エ 番所乗鞍岳線 
 

 
 
 
 

 ・松本市番所の公園境界から乗鞍高原、位ヶ原を経て岐阜県境 
へ至る県道として利用されている。積雪のため冬期は通行止め 
となる。なお、三本滝から岐阜県境までは、平成15年以降、乗 
鞍岳自動車利用適正化連絡協議会が策定する乗鞍岳自動車利用 
適正化方針に基づき、マイカー規制が実施されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」によるほか、利用 
  状況に合わせ、法面の崩落防止、落石防止、周辺植生の後退防  

止等に対して効果的な工法の検討、施工を推進する。 
オ 奈川白骨線 
  
 
 
 

 ・松本市乗鞍高原の公園境界から一の瀬、鈴蘭を経由し、白骨温 
泉に至る市道として利用されている。また、鈴蘭白骨温泉間は、 
冬期の白骨温泉地区の生活道路として重要な役割を果たしてい 
る。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」によるほか、雪崩 
   の発生が多いため、必要に応じた対策を講ずる。 

カ 日影平線 
  

 ・高山市岩井町の公園境界から日影平地区へ至る県道として利用 
されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」による。 
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キ 新穂高温泉

線  
  

 ・高山市神坂の公園境界から新穂高温泉へ至る県道として利用 
されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」によるほか、既存 
車道の改良に留める。  

 ク 平湯温泉線 
 

 ・平湯地区において、国道471号及び158号のバイパスとして利 
用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」による。 
ケ 高山松本線  ・岐阜県と長野県を結ぶ基幹的横断道路であり、平湯トンネルか 

ら安房トンネル、中ノ湯、坂巻温泉を経て沢渡へ至る国道158号 
として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」による。 
コ 平湯乗鞍岳線 
 
 
 
 
 

 ・高山松本線（国道158号）から分岐し、平湯峠を経て、乗鞍鶴 
ヶ池へ至る県道として利用されている。積雪のため冬期は通行 
止めとなる。なお、平湯峠から乗鞍鶴ヶ池までは、平成15年以 
降、乗鞍自動車利用適正化協議会が策定する乗鞍自動車利用適 
正化方針に基づき、マイカー規制が実施されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」によるほか、法面 
   の崩落防止、落石防止、周辺植生の後退防止等に対して効果的   

な工法の検討、施工を推進する。 
サ 安房峠線 
 
 

 ・高山松本線から分岐し、平湯から安房峠を経て中ノ湯へ至る国 
道158号として利用されている。積雪のため冬期は通行止めとな

る。 
 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」による。 

②自転車道 

 
 
 

○ 乗鞍高原線 
 

 

 ・松本市番所の公園境界から一の瀬に至る自転車道として、周 
辺の道路と合わせて利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）②道路（車道）」による。 
③歩道 

 ア 餓鬼岳燕岳線 
 

 ・餓鬼岳、東沢岳、燕岳方面へ至る登山道として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利用 

  状況に応じて必要な整備を検討する。 
イ 中房槍ヶ岳線 

 
 
 
 

 ・中房温泉から大天井岳、西岳を経て槍ヶ岳へ至る槍ヶ岳への縦 
走路（通称：表銀座コース）として利用され、中房温泉登山口 
に付帯施設の公衆便所が整備されている。特に燕岳、常念岳、 
穂高連峰、槍ヶ岳等の眺望に優れたルートである。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 
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ウ 一ノ沢 
常念岳線 

 

 ・一ノ沢から常念乗越に至る登山道として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利用 

状況に応じて必要な整備を検討する。 
エ 横尾・ 

穂高岳線 
 

 
 
 

 ・横尾から涸沢を経て槍穂高連峰縦走線（歩道）へ至る最も一 
般的な登山道として利用され、涸沢に付帯施設の公衆便所が整 
備されている。奥穂高岳へ至る最も一般的な登山ルートとし 
て利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

オ 横尾・ 
蝶ヶ岳線 

 

 ・横尾から蝶ヶ岳へ至る登山道として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 

用状況に応じて必要な整備を検討する。 
カ 新村橋・ 

涸沢線 
 
 

 ・徳沢から涸沢へ至る登山道（通称：パノラマコース）として  

利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 

用状況に応じて必要な整備を検討する。 
キ 徳沢・ 

大天井岳線 
 
 

・徳沢から蝶ヶ岳、常念岳を経て大天井岳へ至る登山道として  

利用され、特に槍・穂高連峰の眺望に優れたルートである。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 

用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ク 徳沢・ 

大滝山線 
 

 ・徳沢から大滝山を経て蝶ヶ岳へ至る登山道として計画されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 

用状況に応じて必要な整備を検討する。   
ケ 上高地・ 

槍ヶ岳線 
   

 ・上高地集団施設地区から徳沢、横尾、槍沢を経て槍ヶ岳へ至 
る登山道として利用され、付帯施設として、明神、徳沢、横尾 
に公衆便所及び橋梁等が整備されている。また、涸沢や槍ヶ 
岳への登山ルート、槍ヶ岳をはじめ各山岳からの下山、徳沢、 
横尾周辺の自然探勝歩道としても利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を図る。 

コ 槍穂高連峰 
縦走線 

   
 

 ・上高地集団施設地区から岳沢、穂高連峰を経て槍ヶ岳へ至る 
登山道として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を図る。 
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サ 河童橋 
明神池線 
 

 ・上高地集団施設地区から梓川右岸を通り明神へと至る歩道で、 
岳沢湿原、明神池等の自然探勝歩道として利用されている。特 
に六百山、焼岳等の眺望に優れたルートである。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、歩道 
の改修工事及び標識類の補修等必要な整備を図る。 

 
シ 島々明神線 
   

・島々谷から徳本峠を経て明神へ至る登山道で、島々谷から上高 
地へ至る歴史のある登山ルートとして利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて施設の整備を図る。 

ス 上高地 
西穂高岳線 

 
 

 ・上高地集団施設地区から西穂高岳へ至る登山道として利用さ 
れている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

セ 上高地 
大正池線 

   

 ・上高地集団施設地区から梓川左岸を通り大正池へと至る歩道  

で、田代湿原、田代池等の自然探勝歩道として利用されている。

特に、穂高連峰、霞沢岳等の眺望が優れたルートである。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、歩道 
   の改修工事及び標識類の補修等必要な整備を図る。 

ソ 上高地中尾線 
 
 
 

 ・上高地集団施設地区から新中尾峠を経て中尾温泉へ至る登山 
道で、上高地から焼岳への日帰りを中心とした登山ルートとし 
て利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

タ 乗鞍高原 
乗鞍岳線 
 

 ・乗鞍高原から乗鞍岳肩へ至る登山道として整備され、乗鞍高 
原内の周回路を兼ねた歩道としても利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利用 
  状況に応じて路面の補修、車道交差部の指導標の整備を検討す 

る。 
チ 三股蝶ヶ岳線 
 

 ・三股から蝶ヶ岳に至る登山道として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 

用状況に応じて必要な整備を検討する。  
ツ 日影平・ 

乗鞍岳線 
 

 
 

 ・日影平から丸黒山、千町ヶ原を経て乗鞍山頂・剣ヶ峰に至る  

登山道で、屏風岳、大日岳、薬師岳等の外輪山を眺望しながら 
山頂へ至る登山ルートとして利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、標識 
   類の補修整備や避難小屋等の維持管理を実施する。 
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テ 長倉本谷・ 
丸黒山線 

 
 

 ・長倉本谷から日影平・乗鞍岳線道路（歩道）との合流点まで 
を結ぶ登山道として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。  

ト 阿多野郷・ 
乗鞍岳線 

 
 

 ・阿多野郷から日影平・乗鞍岳線道路（歩道）との合流点まで  

を結ぶ登山道として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 

用状況に応じて必要な整備を検討する。  
ナ 北ノ俣岳線 

 
 
 
 

 ・寺地山から北ノ俣岳へ至る登山道（通称：神岡新道）として利 
用されている。特に槍ヶ岳、笠ヶ岳、乗鞍岳、薬師岳、水晶岳、 
鷲羽岳等の眺望に優れた登山ルートである。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

ニ 笠・抜戸 
縦走線 

 
 

 ・笠ヶ岳から尾根沿いに抜戸岳を結ぶ登山道として利用されて 
いる。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

ヌ 新穂高温泉・ 
弓折岳線 

 
 
 

 ・新穂高温泉からワサビ平、鏡平を経て、弓折岳方面へ向かう  

主要な登山道として利用されるほか、笠ヶ岳や双六岳、槍ヶ岳 
への登山ルートとしても利用されている。特に鏡平からは 
槍・穂高連峰の眺望に優れている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

ネ 新穂高温泉・ 
槍ヶ岳線 

 
 

 ・新穂高温泉から槍平を経て槍ヶ岳へ至る登山道として利用さ 
れている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

ノ 槍平・南岳線 
 
 

 ・新穂高温泉・槍ヶ岳線の中間地点である槍平から南岳へ至る     
登山道として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。  

ハ 白出沢・ 
奥穂高岳線 

 
 

 ・白出沢沿いに新穂高温泉・槍ヶ岳線と奥穂高岳を結ぶ登山道  

として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 

用状況に応じて必要な整備を検討する。  
ヒ 千石平・ 

西穂高線 
 ・千石平から西穂山荘へ到達する登山道で、ロープウェイを利用 

し西穂高岳へ向かう登山道として利用されている。 
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 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

フ 平湯・ 
乗鞍岳線 

 
 
 

 ・平湯温泉スキー場から大丹生岳、鶴ヶ池を経て剣ヶ峰に至る 
登山道で、鶴ヶ池から乗鞍山頂間は一般登山者のほか、学校行 
事による登山、自然観察会等にも利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

ヘ 魔王岳・ 
恵比須岳線 

 
 
 
 

 ・畳平から、魔王岳、恵比須岳への自然探勝歩道として利用さ 
れている。なお、本歩道は恵比須岳で落石の可能性が大きく通 
行が危険なため、当面は魔王岳までの利用に留め、それ以奥 
は安全が充分確保されるまで通行止めを継続する。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

ホ 笠新道線 
 
 
 

 ・新穂高温泉・弓折岳線の中間地点であるワサビ平と笠ヶ岳を 
結ぶ登山道として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

マ 槍ヶ岳 
ワサビ平線 

 
 
 

 ・新穂高温泉・弓折岳線の分岐である下抜戸沢から奥丸山を経 
て新穂高温泉・槍ヶ岳線の中間地点である槍平及び西鎌尾根 
にある千丈沢乗越へ至る登山道として利用されている。 

・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。 

ミ 大滝山 
徳本峠線 

 
 

 ・大滝山から大滝槍見台を経て徳本峠へ至る登山道として利用 
されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）③道路（歩道）」によるほか、利 
用状況に応じて必要な整備を検討する。   

 
（４）園地 
   共通事項の取扱事項の規定によるほか、下記の取扱い方針によるものとする。 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 ア 中房温泉園地 
 
 

 ・燕岳登山口及び中房温泉周辺における自然探勝のための園地  

として計画されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、利用状況に 
   応じて必要な施設や規模等を検討する。 

イ 大正池園地 
   

 ・大正池周辺の自然探勝及び焼岳、穂高連峰の眺望のための園地 
として利用され、付帯施設として公衆便所が整備されている。 

  ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、既存施設の維 



57 

持管理、機能の充実、路傍駐車場の整備を図る。 
ウ 安房峠園地 
 
 

 ・穂高連峰及び焼岳の眺望利用のための園地として計画されてい 
る。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、利用状況に 
   応じて必要な施設や規模等を検討する。 

エ 白骨温泉園地 
 
 
 
 

 ・白骨温泉周辺の自然探勝のための園地として利用され、付帯 
施設として公衆浴場や観光案内所、駐車場等が整備されてい 
る。  

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、既存施設の維 
持管理、機能の充実を図る。また、岩盤がもろい地質であるた 
め、公衆浴場や園路等について、河岸の浸食状況を見ながら必 
要に応じて安全対策の検討を行う。 

オ 乗鞍高原園地 
   

 ・乗鞍高原周辺の自然探勝のための園地として利用され、付帯     
施設として三本滝平に駐車場及び休憩所が整備されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、既存施設の 
   維持管理、機能の充実を図る。 

カ 日影平園地 
 
 
 

 ・日影平周辺の自然探勝のための園地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、地区一帯の歩 

道計画と関連した園地整備（園路、芝生広場、公衆便所等）を 
図るとともに、動植物を保護するために立入禁止の方策の検討 
を行う。 

キ 新穂高温泉 
園地 

 
 

 ・新穂高温泉周辺の自然探勝、西穂高岳方面への登山口に位置     
する園地として利用され、付帯施設として休憩所が整備され     
ている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、園路及び標 
識類の統合・整備充実、既存施設の維持管理、機能の充実を   

図る。自動販売機の設置の際には本体を自然材料で覆う。 
ク 千石平園地 
 
 
 

 ・新穂高ロープウェイ利用者の笠ヶ岳の眺望及び休憩のための園 
地として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、自然解説や各 
種情報提供等の機能を充実させる。また、利用者が誤って隣接 
する西穂高岳方面への登山道へ迷い込まないよう方策を講ず

る。 
ケ 平湯峠園地 
 

 ・平湯峠周辺の自然探勝のための園地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、既存施設の維 

持管理、機能の充実を図る。 
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コ 平湯大滝園 
 地 

 ・平湯大滝周辺の自然探勝のための園地として利用されている。 
 ・取扱方針は、 [２．（１）④園地 ]によるほか、既存施設の維 

持管理、機能の充実を図る。 
サ 穂高平園地 
 
 

 ・穂高平周辺の自然探勝のための園地として計画されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、利用状況に応 

じて必要な施設や規模等を検討する。 
シ 鍋平園地 
 
 
 

 ・新穂高ロープウェイの中間駅がある鍋平に位置し、自然探勝、 
錫杖岳、笠ヶ岳、抜戸岳の眺望及び休憩のための園地として利 
用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、既存施設の維 
持管理、機能の充実を図る。 

ス 横尾園地 
 
 
 

 ・横尾周辺の山岳への登山及び自然探勝のための園地として計画 
されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、利用状況に応 
じて必要な施設や規模等を検討する。 

セ 岳沢園地 
 
 

 ・岳沢周辺の自然探勝のための園地として計画されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、利用状況に応 

じて必要な施設や規模等を検討する。 
ソ 明神岳東斜面

園地 
 
 

 ・ひょうたん池及び奥又白池周辺の自然探勝のための園地とし 
て計画されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、利用状況に 
   応じて必要な施設や規模等を検討する。 

タ 徳沢園地 
 
 
 

 ・徳沢周辺の山岳への登山及び自然探勝のための園地として計画 
されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、利用状況に 
   応じて必要な施設や規模等を検討する。 

チ 明神園地 
 
 
 

 ・明神周辺の梓川河畔における自然探勝のための園地として計画 
されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、利用状況に 
  応じて必要な施設や規模等を検討する。 

ツ 沢渡園地 
   
 

 ・上高地への交通機関の乗り換え・中継拠点として利用されてお 
り、公衆便所及び足湯等の施設が整備されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、利用状況に応 
じて必要な施設の整備を進める。 

テ 安房平湿原 
園地 

 

・安房平湿原における自然探勝のための園地として計画されてい 
る。 

 ・取扱方針は、「２．（１）④園地」によるほか、利用状況に応 
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じて必要な施設や規模等を検討する。 
       
（５）宿舎 
   共通事項の取扱事項の規定によるほか、下記の取扱い方針によるものとする。 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

①  宿舎（ア～ソに該当するもの） 
 ア 中房温泉宿舎 

  
 
 
 

 ・燕岳、有明山等への登山者及び中房温泉周辺の自然探勝のた 
めの滞在拠点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、下記のとお 
りとする。 

 ○中房温泉・有明荘 
 （ア）山間の温泉宿の雰囲気の保全に留意する。 
（イ）外壁の色彩は、茶色又は漆喰塗をイメージする白色とする。 

イ 徳沢宿舎 
 

 
 

 ・槍・穂高連峰及び蝶ヶ岳等への登山者及び徳沢周辺の自然探勝 
のための滞在拠点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、自動販売機 
   の設置の際には本体を自然材料で覆う。 

ウ 明神池宿舎 
 

 
 

 ・槍・穂高連峰等への登山者及び明神池周辺の自然探勝のための 
滞在拠点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、自動販売機 
  の設置の際には本体を自然材料で覆う。 

エ 明神宿舎 
 

 
 

 ・槍・穂高連峰等への登山者及び明神周辺の自然探勝のための滞 
在拠点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、自動販売機の設置

の際には本体を自然材料で覆う。 
オ 大正池宿舎 

 
 

 ・上高地及び大正池周辺の自然探勝のための滞在拠点として利用 
されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」による。 
カ 中ノ湯宿舎 
 
 

 ・上高地方面への利用者及び中ノ湯温泉周辺の自然探勝のための 
滞在拠点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、建築物の高さ 
は15ｍ以下とする。 

キ 坂巻温泉宿舎 
  
 

 ・上高地方面への利用者及び坂巻温泉周辺の自然探勝のための 
滞在拠点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、建築物の高さ 
は15ｍ以下とする。 
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ク 沢渡宿舎 
  

 ・上高地方面への利用者のための滞在拠点として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」による。 

ケ 十石山宿舎 
 

 ・十石山登山者の緊急避難先を兼ねた小規模な山小屋として利用 
されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」による。 
コ 白骨温泉宿舎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・白骨温泉による保養や周辺の自然探勝のための滞在拠点とし 
て利用されている。 

 ・地区全体として統一のとれた外部意匠を指導し、温泉集落地と 
しての風致を維持、形成していくことを基本とする。 

・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、下記のとおり 
とする。 

（ア）建築物の高さは、17ｍ以下とする。ただし、塔屋、避雷針、 
煙突及びアンテナを除く。また、それらを含めても20ｍ以下と 
する。また、既に17ｍを超える建築物については、高さが既存 
高以下、階数が同一以下、かつ外観がほぼ既存建築物どおりに 
建て替える場合はこの限りではない。 

（イ）渡り廊下で連絡されている場合は別棟として取扱う。 
サ  冷泉小屋宿

舎  
 

 ・乗鞍岳登山のための中継基地として計画されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」による。 

シ 位ヶ原宿舎 
 

 ・乗鞍岳登山及び山スキーのための中継基地として利用されて 
いる。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、改修にあた 
っては、現在の宿舎の外部意匠、色彩等を継承する。 

 ス 乗鞍岳肩宿 
  舎 
 
 
 

 ・乗鞍岳登山の基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、下記のとおり 

とする。 
（ア）改修に当たっては、現在の宿舎の外部意匠、色彩等を継承 

する。 
（イ）小規模な風力発電については、別紙４「宿舎事業（山小屋） 

における小型風力発電施設の設置について」による。 
セ 日影平宿舎 
 

 ・日影平周辺の自然探勝の滞在拠点として計画されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」による。 

ソ 新穂高温泉 
宿舎 

 

 ・西穂高岳、笠ヶ岳、双六岳、槍ヶ岳等への登山者及び新穂高 
温泉周辺の自然探勝のための滞在拠点として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑤宿舎」によるほか、建築物の高さ 
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は17ｍ以下とする。 
②宿舎（①に記載のある以外の宿舎） 
 
 

 ・北アルプス（飛騨山脈）南部の各山岳への登山基地、宿舎周 
辺の自然探勝のための滞在拠点として、また、縦走路線の中 
継基地として利用されている。 

（ア）基本方針 
 ・適用施設は北アルプス南部地域の山小屋（「山小屋」とは主  

として登山者の宿泊の用に供される宿舎事業で別紙５「適用     
施設一覧表」による。）とする。 

 ・新たな山小屋の設置は認めない。 
 ・敷地外への人為的影響の拡大を防止するため、敷地は縁石、  

ロープにより範囲の明瞭化を図る。 
 ・山小屋に関する機能別施設区分 
  山小屋の施設は、以下の機能別施設区分に分類し、当該地の  

利用状況を勘案して適切にスペースを配分する。 
  ａ休憩者用スペース 
   売店、喫茶室等 
  ｂ宿泊スペース 
   宿泊室 
  ｃパブリックスペース：宿泊者用 
   食堂、談話室、荷物置場、ホール、自炊室、便所、洗面所、 
   乾燥室、玄関、土間等 
  ｄ公共性の高いスペース 

山岳警備隊詰所（常駐）、診療所、休憩者及び野営者用外 
便所等 

  ｅ管理スペース 
   受付、発電機室、倉庫、物置、冷凍室、厨房、焼却施設等 
  ｆ従業員用スペース 
   従業員室、管理人室、従業員浴室等 
（イ）規 模 
 ・延床面積は、周辺の風致景観及び当該山小屋の収容力、利用 

状況を総合的に勘案して定めるものとし、1,000㎡を上限とす 
る。ただし、延床面積が既に1,000㎡を超えている山小屋につ 
いては、現状の延床面積を上限とする。 

  なお、「（ア）基本方針」で整理した山小屋に関する機能別 
施設区分のｃからｆまでのスペースに係る増築については、 
当該山小屋の利用状況及び周辺の風致景観への影響を勘案し 
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て適当と認められる場合に限り必要最小限の範囲で延床面 
積1,000㎡を超える範囲においても可とする。 

   （注）冬期小屋はシーズン中の自炊室売店、客室、倉庫等と  

兼用する場合が多いため、シーズン中の利用形態で区分す

る。 
  延床面積：吹き抜け部分は相当階の床面積として算定し延床 

面積に含める。地下（階）部分であって管理スペースに該当 
するものは延床面積として算定しない。 

（ウ）建築物の外部意匠・色彩・材料等 
 ・屋根の形状は、切妻等の勾配屋根とする。 
 ・屋根の色彩は、赤錆色又は焦げ茶色とする。 
 ・外壁の色彩は、焦げ茶色又は茶色とする。 
（エ）施設内容 
 ・休憩者用スペースは独立して設けず、玄関、土間等と併用す 

る。 
（オ）汚排水処理方法 

・し尿、雑排水については、寒冷地に適した方法により適切に 
処理するほか、極力、バイオトイレを導入し、水質の保全の 
ための措置を講ずる。 

（カ）その他 
 ・休憩者又は野営者も利用できる外便所の整備に努める。 
 ・冬期利用者の多い山小屋においては、避難用として冬期小屋 

の設置又は山小屋の一部を利用できるように配慮する。 
 ・風力発電について、小規模なものについては別紙４「宿舎事 

業（山小屋）における小型風力発電施設の設置について」に 
よる。 

 ・実態上山小屋として管理運営がなされている大滝山宿舎、新 
中尾峠宿舎及び岩魚留宿舎については、施設の改修の機会に 
合わせて順次事業執行するよう指導する。 

       
（６）避難小屋 
   共通事項の取扱事項の規定によるほか、下記の取扱い方針によるものとする。 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 
 
 

ア 前常念岳 
避難小屋 

 

 ・常念岳登山者の緊急避難のための施設として計画されている。 
 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は「２．（１）①全事業（イ）

建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 
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イ 千町ヶ原 
  避難小屋 
 
 
 

 ・日影平から乗鞍岳へ続く登山道の中間地点に位置し、乗鞍岳登 
山者の緊急避難のための施設として利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は「２．（１）①全事業（イ）

建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、利用状況に 
応じて必要な整備を検討する。 

ウ 北ノ俣 
避難小屋 

 

・北ノ俣岳登山者の緊急避難のための施設として利用されてい 
る。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は「２．（１）①全事業（イ）

建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、利用状況に 
応じて必要な整備を検討する。 

エ 滝谷避難小屋 
 

・槍ヶ岳登山者の緊急避難のための施設として利用されている。 
・建築物の外部意匠・色彩・材料等は「２．（１）①全事業（イ）

建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、大雨により 
沢が氾濫した際の避難小屋として維持管理を行うとともに、 
既存施設の充実を図る。 

オ 乗鞍土俵ヶ原

避難小屋 
・マイカー規制が行われるまでは、乗鞍スカイライン利用者や 

乗鞍岳登山者のための施設として利用されていたが、平成20 
年に撤去されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は「２．（１）①全事業（イ）

建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、利用状況に 
応じて必要な整備を検討する。 

 
（７）休憩所 
   共通事項の取扱事項の規定によるほか、下記の取扱い方針によるものとする。 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 
 
 
 
 
 
 

ア 合戦小屋 
休憩所 

 
 

 ・燕岳方面への登山者のための休憩施設として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑥休憩所」によるほか、規模は現状 

程度とし、今後も風致に配慮しつつ既存施設の維持管理、機能 
の充実を図る。 

イ 一ノ俣休憩所 
 

 ・槍ヶ岳への登山者のための休憩施設として計画されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑥休憩所」によるほか、利用状況に 

応じて必要な整備を検討する。 
 
（８）野営場 
   共通事項の取扱事項の規定によるほか、下記の取扱い方針によるものとする。 
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事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 ア 中房温泉 
野営場 

 
 

 ・燕岳、有明山等への登山者及び中房温泉周辺の自然探勝のため 
の基地として計画されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山麓部）」によるほか、 
利用状況に応じて必要な整備を検討する。 

イ 涸沢野営場 
 
 

 ・槍・穂高連峰への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ウ 横尾野営場 
 
 

 ・槍・穂高連峰及び蝶ヶ岳への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
エ 徳沢野営場 
 
 

 ・槍・穂高連峰及び蝶ヶ岳への登山基地、徳沢周辺の自然探勝の 
ための基地として利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山麓部）」によるほか、 
規模及び収容力は現状程度とし、今後も風致に配慮しつつ既 
存施設の充実を図る。 

オ 日影平野営場 
 

 ・日影平周辺の自然探勝のための基地として計画されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山麓部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
カ ワサビ平 

野営場 
 
 

 ・新穂高温泉から双六岳、笠ヶ岳方面への中継基地として計画 
利用されている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 
利用状況に応じて必要な整備を検討する。 

キ 新穂高温泉 
野営場 

 ・新穂高温泉周辺の自然探勝及び笠ヶ岳方面への登山基地とし 
て計画されている。 

 ・取扱方針は、 [２．（１）⑦野営場（山麓部） ]によるほか、 
利用状況に応じて必要な整備を検討する。 

ク 双六池野営場 
 

 ・双六岳への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ケ 槍ヶ岳野営場 
 

 ・槍ヶ岳への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
コ 槍平野営場 
 

 ・新穂高温泉と槍ヶ岳を結ぶ登山道及び南岳へ向かう南岳新道へ 
の中継基地として利用されている。 
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 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 
利用状況に応じて必要な整備を検討する。 

サ 南岳野営場 
 
 

 ・槍ヶ岳及び奥穂高岳への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
シ 笠ヶ岳野営場 
 

 ・笠ヶ岳及び双六岳への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ス 大天井岳 

野営場 
 

 ・槍ヶ岳及び常念岳方面への登山基地として利用されている。  
・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 
利用状況に応じて必要な整備を検討する。 

セ 槍ヶ岳八合目

野営場 
 

 ・槍ヶ岳への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ソ 西岳野営場 
 

 ・槍ヶ岳及び大天井岳方面への登山基地として利用されている。 
・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 
利用状況に応じて必要な整備を検討する。 

タ 常念乗越野営

場 
 
 

 ・常念岳、大天井岳及び蝶ヶ岳方面への登山基地として利用さ 
れている。 

・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 
利用状況に応じて必要な整備を検討する。 

チ ババ平野営場 
 

 ・槍ヶ岳への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ツ 北穂高岳 

野営場 
 

 ・槍・穂高連峰縦走のための登山基地として利用されている。 
・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 
利用状況に応じて必要な整備を検討する。 

テ 奥穂高岳 
野営場 

 

 ・穂高連峰縦走のための登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ト 蝶ヶ岳野営場 
 

 ・蝶ヶ岳及び常念岳方面への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ナ 岳沢野営場 
 
 

 ・槍・穂高連峰縦走のための登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ニ 大滝山野営場  ・大滝山、蝶ヶ岳及び徳本峠方面への登山基地として利用され 
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ている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ヌ 西穂高岳 

野営場 
 

 ・西穂高岳への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ネ 岩魚留野営場 
 

 ・島々谷から上高地への中継基地として計画されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ノ 徳本峠野営場 
 
 

 ・島々谷から上高地又は大滝山方面への登山基地として利用さ 
れている。 

 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 
利用状況に応じて必要な整備を検討する。 

ハ 燕岳野営場 
 
 

 ・燕岳及び槍ヶ岳方面への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
ヒ 合戦小屋 

野営場 
 

 ・燕岳方面への登山基地として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑦野営場（山岳部）」によるほか、 

利用状況に応じて必要な整備を検討する。 
 
（９）スキー場 
   共通事項の取扱事項の規定によるほか、下記の取扱い方針によるものとする。 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア 乗鞍高原 
スキー場 

 

 ・乗鞍高原集団施設地区を基地とするスキー場として利用され  

ている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑧スキー場」によるほか、既存施 

設の維持管理、機能の充実を図る。 
イ 日影平 

スキー場 
 

 ・日影平の地形を生かしたスキー場として利用されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑧スキー場」によるほか、既存施設 

の維持管理、機能の充実を図る。 
ウ 新穂高温泉 

スキー場 
 ・千石尾根の麓に位置したスキー場として計画されている。 
 ・取扱方針は、「２．（１）⑧スキー場」による。 

 
（10）駐車場 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 ア 沢渡駐車場  ・上高地への中継拠点として計画された駐車場であり、松本市及 
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び民間が駐車場施設の整備を行い、マイカーからの乗り換えの 
ための駐車場として利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業（イ）

建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、利用状況に応じ

て必要な施設の整備を進める。 
イ 白骨温泉 

駐車場 
 

 

 ・白骨温泉地区の自然探勝のための駐車場として利用され、付 
帯施設として公衆便所が整備されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業（イ）

建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、既存施設の維 
持管理、機能の充実を図る。 

ウ 新穂高温泉 
駐車場 
 

 ・新穂高温泉周辺の自然探勝、西穂高岳方面への登山口に位置 
する駐車場として利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業（イ）

建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、収容規模の減 
少や道路利用状況の変化に合わせ、既存施設の拡充整備を図る。 

 
（11）運輸施設（索道運送施設） 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 新穂高線索道

運送施設 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・新穂高温泉から千石平までを結ぶロープウェイで、西穂高岳 
方面への登山、山頂駅周辺の自然探勝を目的として利用されて 
いる。 

・取扱方針は、下記のとおりとする。 
（ア）基本方針 
 ・展望、登山、園地散策等、地域の利用目的に沿った整備を図る。 
 ・自然解説各種公園情報提供等の機能の充実を図るほか、原則と 

して、現状程度の輸送能力とする。 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等 
 ・鉄塔の色彩は焦げ茶色とする。 
 ・屋根の形状は、切妻、寄棟等の勾配屋根とし、屋根勾配は2/10

以上とする。ただし、山頂駅舎において、屋根の一部を展望 
施設として利用する場合はこの限りではない。 

 ・屋根の色彩は、焦げ茶色とする。 
 ・壁面の色彩は、茶色又は白色とする。 
（ウ）その他 
 ・支柱及び搬器には広告物の掲出を認めない。 
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（12）排水施設 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 
 
 
 
 
 
 
 

ア 涸沢排水施設 
 
 

 ・公園利用に伴い生じる汚水を処理するための施設として計画  

されている。 
 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 

（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 
イ 横尾排水施設 
 
 

 ・公園利用に伴い生じる汚水を処理するための施設として計画  

されている。 
 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 

（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」による。 

ウ 徳沢排水施 
  設 

 ・公園利用に伴い生じる排水を処理するための施設として計画 
されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、[２．（１）①全事業（イ） 
   建築物の外部意匠・色彩・材料等]による。 
 

 
（13）医療救急施設 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 
 
 
 

○ 徳沢医療救急

施設 
 

 

 ・上高地のシーズン中に開設され、登山者及び自然探勝を行う公 
園利用者の急病又は遭難その他突発的な事故による負傷者に対 
して緊急診療処置を行う医療施設として利用されている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、既存 
施設の維持管理を行う。 

 
（14）公衆浴場 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 
 
 
 

○ 新穂高温泉 
公衆浴場 

 
 

・新穂高温泉に位置し、公園利用者の日帰り入浴施設として計 
画されている。 

・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、規模 
は当該地域の利用形態の変化に合わせ、施設の整備充実を図る。 
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（15）公衆便所 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 
 
 
 

○ 燕岳公衆便所 
 

 

 ・燕岳及び槍ヶ岳方面への登山者のための公衆便所として計画さ 
れている。 

 ・建築物の外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業 
（イ）建築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、既存 
施設の維持管理を行う。 

 
（16）博物展示施設 

事業の種類 
 

取  扱  方  針 

 
 
 
 

○ 沢渡博物展示

施設 
 
 

 ・上高地への交通の乗り換え・中継拠点において公園の保護及 
び利用に関する情報提供を行う施設として計画されている。 

 ・外部意匠・色彩・材料等は、「２．（１）①全事業（イ）建 
築物の外部意匠・色彩・材料等」によるほか、利用状況に応じ 
て必要な施設や規模を検討する。 

 
 


